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も
っ
と
も
っ
と

小
野
市
を
変
え
る

新たな価値観の創造へ

原点に戻り「謙虚に」

重
点
政
策
８

「
住
む
な
ら
！ 

や
っ
ぱ
り
お
の
」

の
実
現
に
向
け
て

　
こ
の
度
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支

援
に
よ
り
ま
し
て
、
５
期
目
の
市
政

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
４
回
連
続
無
投
票
と
い

う
結
果
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
４
期
16
年
間
の
成
果
を
市
民
の
方

に
多
少
な
り
と
も
ご
理
解
し
て
い
た
だ

い
た
も
の
と
認
識
す
る
と
と
も
に
、
大

変
な
重
責
で
あ
る
と
も
感
じ
て
お
り
ま

す
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
て
市
民
と
共
に
決
し
て
気
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
16
年
前
、
あ
の
未

曾
有
の
大
混
乱
か
ら
立
ち
上
が
る
べ

く
、「
変
え
よ
う
小
野
、
変
わ
ろ
う
小

野
市
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

市
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。「
太
陽
は

夜
が
明
け
る
の
を
待
っ
て
昇
る
の
で
は

な
い
。
太
陽
が
昇
る
か
ら
夜
が
明
け
る

の
だ
」
と
い
う
教
育
の
先
達
、
故
東
井

義
雄
先
生
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
、「
太

陽
と
は
、
即
ち
市
民
で
あ
る
」「
市
長

独
り
が
頑
張
っ
て
み
て
も
小
野
市
の
夜

明
け
は
来
な
い
、
市
民
も
一
緒
に
な
っ

て
小
野
市
を
変
え
て
い
く
、
そ
れ
が
小

野
市
の
新
し
い
出
発
で
あ
る
」
と
強
く

訴
え
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。

　
市
長
５
期
目
の
就
任
に
あ
た
っ
て

の
基
本
的
な
考
え
方
は
、や
は
り
、「
行

政
も
経
営
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と

「
行
政
経
営
４
つ
の
柱
」
と
い
う
基
本

理
念
を
今
後
も
し
っ
か
り
と
貫
い
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
中
で

も
特
に
大
事
な
こ
と
は
２
つ
。１
つ
は
、

「
い
か
に
市
民
満
足
度
を
徹
底
し
て
追

求
し
て
い
く
か
」と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

２
つ
目
は
や
は
り
「
成
果
」
で
あ
り
ま

す
。
い
く
ら
大
き
な
声
で
立
派
な
話
を

し
て
も
、
結
果
と
し
て
「
見
え
る
形
の

成
果
」
を
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
　
こ
の
２
つ
の
こ
と
は
、
ど
の
自
治

体
行
政
に
お
い
て
も
い
え
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
市
民
が
本
当
に
幸
せ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
築
い
て
い
く
、

そ
れ
こ
そ
が
政
治
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、「
政
治
と
は
無
限
の

理
想
へ
の
挑
戦
」
で
あ
り
ま
す
。
企
業

戦
士
か
ら
行
政
戦
士
と
し
て
、
新
た
な

挑
戦
に
ま
い
進
し
、
小
野
市
の
更
な
る

発
展
の
た
め「
新
た
な
価
値
観
の
創
造
」

へ
向
け
て
、「
も
っ
と
も
っ
と
小
野
を

変
え
る
」
と
い
う
強
い
決
意
で
頑
張
っ

て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
し
、
皆
様
方
の

更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

1  県内一の子育て支援

2  教育環境の更なる充実

3  更なる安全安心の実現

4  生活環境整備の充実

5  医療・福祉・健康が一体化した
　  新たな拠点づくり

6  幅広い分野での広域連携の推進

7  都市基盤の更なる充実

8  将来を見据えた拠点整備

　県内で先駆けて実施した「中学３年生までの医
療費完全無料化」を継続して実施（所得制限なし
の無料化は他に３市のみ）。
　また、保護者が支払うべき保育料の３割（平成
25 年度までは２割）を市が独自負担するほか、
病児・病後児保育の支援、アフタースクールの時
間延長することで、引き続き、子育てと就労の両
立という保護者のニーズに対応します。

　昭和 42 年建築の老朽化した給食センターの建
て替えに向けた設計に着手します。食物アレル
ギー対応だけでなく、少子化を踏まえた給食セン
ターのあり様も検討します。
　また、中学進学時に環境の変化に適応できなく
なる「中 1 ギャップ」の解消や学力向上につな
がる小中一貫教育を実施します。

　市内に 2,300 基ある防犯灯を、平成 30 年度
までの 5 年間で 5,000 基にする「防犯灯倍増
5,000 作戦」を実施。これは、人口減少と超高
齢化を見据え、安全安心で明るいまちの実現を意
図しています。
　また、今年開設予定の小野警察署と連携した安
全安心パトロールを実施し、県内で一番治安のよ
いまちを目指します。

　昨年 4 月から、小野クリーンセンターで加西
市を加えた小野市と加東市の 3 市連携で、ごみ
を処理しています。将来的には、北播磨 5 市 1
町による広域的なごみ処理体制の構築を目指しま
す。

　患者と医療人を引きつけるマグネットホスピタ
ルとして、北播磨総合医療センターの機能充実と
経営の安定化を図ります。また、医療センターの
南側に「兵庫あおの病院」が今年開院することで、
このエリアは県内屈指の医療拠点に。これを核に
「医療・福祉・健康が一体化した新たな拠点づくり」
を目指し、「小野長寿の郷構想」の実現に向けて
取り組みます。

　国道 2 号加古川バイパスと国道 175 号を結ぶ
全長 12.1 ㌔の「東播磨道」の早期全線開通を目
指します。開通すれば、北播磨総合医療センター
から県立加古川医療センターまでわずか 10 分。
まさに命の道でもあります。

　浄谷黒川丘陵地（約 95 ㌶）の豊かな自然環境
を生かした土地利用を進めます。先行して多目的
運動広場を平成30年度に完成させる予定。

　また、垂井地区の土地区画整理事業や、市営住
宅を建て替える計画を進めます。

　立地条件のよい場所に工業団地を整備し、雇用
の創出を図ります。
　また、平成 14 年のオープン以来延べ 1 千万
人が訪れたひまわりの丘公園をより魅力的な公園
にリニューアルします。

職員が出迎える中、花束を手に登庁する市長（2月9日）
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4 期16 年の実績

「行政も経営」であり「より高度でより高品質な サービスをいかに低コストで提供するか」の追求

　「行政も経営」であり「より高度で高品質なサービスをいかに低コストで提供するか」を追
求することが行政の使命であるという基本理念と、「顧客満足度志向」「成果主義」「オンリー
ワン」「後手から先手管理」への転換という「行政経営４つの柱」を掲げ、事業に取り組みました。

顧客満足度志向（ＣＳ志向）行政経営4つの柱

　多様な広聴の仕組み
　「市長への手紙」をはじめとする多様な広
聴の仕組みを構築。これまでに寄せられた意
見は、約1万3千件になります。
　少子化対策と子育て支援
　県内で初めて、中学 3 年生までの医療費を
所得制限なしの完全無料化に。本年度からは、
保育料の更なる軽減や、病児・病後児保育の
支援、アフタースクールの時間延長を実施。
　高齢者・障がい者福祉の充実
　超高齢化社会を踏まえて、福祉関連業務を
集約した福祉総合支援センターを設置。
　らん♡らんバスの運行
　障がい者、小学生以下、65 歳以上は運賃
無料のコミュニティーバス「らん♡らんバス」
を運行。年間利用者は12万人。
　官と民の役割分担による新たな行政経営
　市民活動の拠点施設として「うるおい交流
館エクラ」を建設。管理運営はＮＰＯ法人に
全面委託。

　ホテルなどの誘致
　業界大手のルートイングループによる 10 階建て 204 室のホテルを誘
致。昨年エクラに増設した市民交流ホールと相乗効果で、市の活性化に寄与。

成果主義行政経営4つの柱

　行財政改革
　昨年度までの 15 年間で約 250 億円の経
費削減効果を生み出しました。なかでも、職
員数を約 30％減らすことで、人口 100 人
当たりの正職員数（＝0.535 人）は、県内
10万人以下の市で最少。
　年少人口割合は県内の市でトップ
　16 年前、県内 29 市中 22 番目であった
人口が、現在は 18 番目に。特に、0～ 14
歳までの年少人口割合 15.4％（県平均
13.7％）は、県内の市で最も高くなりました。
　生活・都市基盤の整備
　道路舗装率は、16 年前 72％であったも
のが 97％に、下水道普及率も 65％からほ
ぼ 100％に。また、シビックゾーン（エク
ラ周辺）の整備により、県内で 2 番目の路
線価上昇率も記録。

　健全財政の維持
　地方債（借金）残高は、平成 10 年度の 168 億円から 20 億増えて
188 億円に。一方、基金（預金）残高は、52 億円から 92 億円になり
40 億円増加。地方債のうち 7 割は国から補てんされるため実質負担は
50億円で、将来にツケを残さない健全財政を維持しています。

行政経営4つの柱

　新たな観光スポットの創設
　開園 12 年で 1,000 万人が訪れた「ひま
わりの丘公園」や、オープン後11年で400
万人が利用した「白雲谷温泉ゆぴか」、全長４
㌔にもなる「おの桜づつみ回廊」を整備。い
ずれも小野市を代表する観光スポットに。
　変貌を遂げた小野まつり
　県内最大規模の「おの恋おどり」や内陸部
最多の 5,000 発の花火で、集客数は、14
～ 15 万人に。県内屈指の夏祭りへと成長し
ました。

オンリーワン
　先進的な教育
　川島隆太教授（東北大学）の脳科学理論に
基づく「１６か年教育」や「おの検定」など、
小野市独自の教育を展開。多い年で年間 80
件以上の視察も。10 年前から取り組んでき
た小中連携教育の実績を踏まえ、4 月から小
中一貫教育を開始。
　こころの豊かさを追求
　短歌上田三四二賞を「小野市短歌フォーラ
ム」に改めるとともに、「小野市詩歌文学賞」
を創設。短歌、俳句などの分野の第一人者を
選者に迎え、文化のまちとして全国発信。
　20歳と65歳の成人式
　65 歳の方を対象とした第 2 の成人式「エ
イジ・ルネサンス・パーティ」は、新たなラ
イフスタイルへのきっかけづくり。20 歳の
成人式も、新成人自らが企画。全国公募の成
人式大賞に輝いた年も。　

後手から先手管理行政経営4つの柱

　北播磨総合医療センターの開設
　各自治体が個別に病院経営を続けて
いくことで直面する、財政上の問題や
医師ら確保の問題を解決すべく、将来
の地域医療を守る北播磨総合医療セン
ターを開院。

　学校教育環境の整備
　市内の小・中・特別支援学校すべての耐震化を完了し、小野
中の校舎建て替え、小野東小の大規模改修を実施。また、全教
室に空調設備を導入して授業に集中できる環境を整えました。
　先手管理の3条例
　全国に先駆けて「いじめ等防止条例」「空き家等
の適正管理に関する条例」「福祉給付制度適正化条
例」を制定。市の取り組みを全国発信することで「地
方から国を変える」。

　災害対策の拠点「防災
センター」の設置
　いざという時に備え、国
の補助事業をいち早く活用
し、消防機能を含む「防災
センター」を建設。
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―
―

最
後
に
、
地
元
代
表
ア
ン
カ
ー
と

し
て
出
場
し
た
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
の

感
想
は
？

　
昨
年
12
月
の
全
日
本
実
業
団
対
抗
女

子
駅
伝
で
、
現
役
を
引
退
し
て
い
ま
し

た
が
、「
最
後
は
地
元
で
恩
返
し
が
し

た
い
」
と
の
思
い
か
ら
出
場
。
走
る
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

結
果
は
３
位
で
し
た
が
、
優
勝
し
た
か

の
よ
う
に
皆
さ
ん
が
祝
っ
て
く
れ
た
。

あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
「
あ
り

が
と
う
」
と
絶
え
間
な
く
声
援
を
も
ら

え
た
こ
と
は
幸
せ
で
、
う
れ
し
く
て
泣

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
北
京
五
輪
５
０
０
０
㍍
代
表
の
小
林
祐
梨
子
さ
ん
が
、
昨
年
末
に
現
役
を

引
退
。
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
、兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝（
２
月
１
日
・

加
古
川
河
川
敷
）
で
、
小
野
市
代
表
の
ア
ン
カ
ー
と
し
て
最
後
の
勇
姿
を
披

露
し
ま
し
た
。

県郡市区対抗駅伝で最後の勇姿
兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
で
、
４
区
今
枝
紗
弥
さ
ん
（
小
野
中
３
年
）
か
ら
ト
ッ
プ
で
た
す
き

を
受
け
て
走
り
出
す
ア
ン
カ
ー
の
小
林
祐
梨
子
さ
ん

　

女
子
１
５
０
０
㍍
日
本
記
録
樹
立

や
全
国
高
校
駅
伝
優
勝
な
ど
皆
さ
ん

の
記
憶
に
も
残
る
成
績
を
残
し
て
き

た
小
林
祐
梨
子
さ
ん
に
競
技
人
生
を

振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　―
―

シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
の
高
橋
尚
子
さ

ん
の
活
躍
が
影
響
。

　
大
部
小
学
校
の
こ
ろ
は
、
校
内
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
い
つ
も
一
番
で
し
た
が
、

そ
れ
ほ
ど
速
い
と
い
う
訳
で
も
な
く…

。

た
だ
「
目
立
ち
た
が
り
屋
、
面
倒
く
さ

が
り
屋
」
で
、
卒
業
文
集
で
「
五
輪
で

金
メ
ダ
ル
」
と
書
い
た
の
も
そ
の
場
の

勢
い
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
10

歳
の
時
に
20
歳
の
自
分
へ
手
紙
を
書
い

て
い
て
、
そ
れ
に
も
「
五
輪
に
出
て
い

る
か…

」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
自
体
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
20
歳

に
な
っ
た
時
に
手
紙
が
届
い
て
、「
夢

が
か
な
っ
て
る
や
ん
」
と
思
い
ま
し
た
。

―
―

旭
丘
中
学
校
陸
上
部
の
思
い
出
。

　
「
小
学
校
の
少
女
バ
レ
ー
で
も
補
欠

だ
っ
た
し
」
と
い
う
よ
う
な
理
由
で
選

ん
だ
陸
上
部
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が

北
村
教
雄
先
生
。
楽
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら

選
ん
だ
幅
跳
び
で
、
先
生
か
ら
指
示
さ

れ
た
４
㍍
が
跳
べ
な
く
て…

。「
じ
ゃ
あ
、

お
前
は
今
日
か
ら
長
距
離
」
と
言
わ
れ

た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
よ
く
怒
ら
れ

草
引
き
し
た
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す…

。

た
だ
、
私
が
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な
っ

卒
業
文
集
に「
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
」

て
有
名
に
な
っ
て
も
「
天
狗
に
な
る

な
」
っ
て
指
導
し
て
く
れ
た
の
が
良

か
っ
た
で
す
。

―
―

中
学
３
年
で
２
冠
。
進
路
で
悩
み
。

　
地
元
の
高
校
で
「
勉
強
」
す
る
つ
も

り
で
し
た
。
北
村
先
生
と
の
出
会
い
で

教
員
に
も
な
り
た
か
っ
た
し
。
た
だ
、

須
磨
学
園
高
校
な
ら
進
学
コ
ー
ス
も

あ
っ
て
勉
強
と
陸
上
の
両
立
が
で
き
る

と
分
か
っ
た
の
で…

。

―
―

須
磨
学
園
高
校
に
入
っ
て
環
境
の

変
化
は
？

　
毎
日
、
大
好
き
な
神
戸
電
鉄
を
使
っ

て
勉
強
し
な
が
ら
通
っ
て
い
ま
し
た
。

陸
上
部
の
中
で
１
人
だ
け
「
進
学
コ
ー

ス
」
だ
っ
た
た
め
、
授
業
が
終
わ
っ
て

練
習
に
行
く
と
、
終
わ
っ
て
い
た
り…

。

１
人
別
メ
ニ
ュ
ー
で
量
よ
り
質
に
こ
だ

わ
っ
た
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
―

高
校
時
代
の
一
番
の
思
い
出
は
？

　
３
年
生
で
主
将
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
駅
伝
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く

部
員
全
員
の
目
標
を
立
て
、
そ
れ
を
全

員
が
達
成
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
く
て
。

結
果
、
個
人
種
目
と
違
い
何
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
駅
伝（
全
国
高
校
駅
伝
）

で
の
優
勝
が
競
技
人
生
の
中
で
も
最
も

印
象
に
残
る
レ
ー
ス
で
す
。

通
学
に
２
時
間　
「
量
」よ
り「
質
」

―
―

豊
田
自
動
織
機
の
社
内
留
学
制
度

を
使
っ
て
岡
山
大
へ
。

　
勉
強
と
陸
上
を
両
立
さ
せ
る
の
と
須

磨
学
園
の
長
谷
川
重
夫
先
生
の
も
と
で

引
き
続
き
練
習
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
姉
と
神
戸
で
暮
ら
し
な
が
ら
新
幹

線
で
通
い
ま
し
た
。高
校
〜
大
学
で
は
、

友
達
と
の
話
題
の
中
心
が
陸
上
で
は
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
気
持
ち
の
切

り
替
え
も
う
ま
く
で
き
て
い
ま
し
た
。

―
―

豪
華
メ
ン
バ
ー
が
出
場
し
た
日
本

選
手
権
５
０
０
０
㍍
で
優
勝
、五
輪
へ
。

　
日
本
選
手
権
で
の
レ
ー
ス
ほ
ど
調
子

の
い
い
走
り
が
で
き
た
の
は
後
に
も
先

に
も
な
く…

。
足
が
勝
手
に
動
い
て
い

た
感
じ
。
五
輪
で
は
、
０
・
75
秒
差
で

決
勝
進
出
で
き
ず
。
た
だ
全
力
を
出
し

切
っ
た
の
で
悔
し
く
は
な
か
っ
た
。

―
―

五
輪
後
も
、
都
道
府
県
対
抗
女
子

駅
伝
で
29
人
抜
き
、
世
界
選
手
権
（
ベ

ル
リ
ン
）
で
11
位
と
活
躍

　
た
だ
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
坐
骨
神
経
痛

で
苦
し
む
よ
う
に
。
大
学
卒
業
後
、
会

社
の
寮
で
生
活
し
始
め
る
と
「
陸
上
漬

け
」
の
生
活
。「
練
習
を
し
な
い
か
ら

故
障
す
る
」
と
考
え
て
し
ま
い
、
練
習

日
本
選
手
権
を
制
し
五
輪
へ

故
障
と
の
戦
い  

「
陸
上
漬
け
」に

も
「
質
」
か
ら
「
量
」
へ
。

苦
し
い
時
も
、
皆
の
前
で
は

明
る
く
振
る
舞
い
続
け
、
悪

循
環
に
陥
り
ま
し
た
。

―
―

引
退
を
考
え
た
時
期
。

　
平
成
25
年
の
全
日
本
実
業

団
対
抗
女
子
駅
伝
で
16
位
と

惨
敗
し
た
後
。
個
人
と
し
て

も
中
途
半
端
な
成
績
し
か
残
せ
な
い
な

ら
辞
め
た
方
が
い
い
と
。
し
か
し
、
会

社
か
ら
「
も
う
１
年
」
と
言
わ
れ
、
個

人
目
標
は
な
し
で
、チ
ー
ム
の
目
標（
同

大
会
で
の
３
位
）
の
た
め
に
続
け
た
。

た
だ
、
故
障
で
10
月
ま
で
走
れ
ず
、
調

整
は
２
か
月
だ
け
。
そ
れ
で
も
、
ア
ン

カ
ー
で
出
場
し
最
後
の
３
０
０
㍍
は
、

鳥
肌
が
立
つ
く
ら
い
の
走
り
が
で
き

現
役
引
退
へ

「
辞
め
る
の
は
今
や
」
と
思
え
ま
し
た
。

―
―

有
言
実
行
↓
秘
め
て
実
行　

　
中
学
の
時
か
ら「
有
言
実
行
」を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
引

退
。
こ
れ
か
ら
は
、「
自
ら
の
原
点
＝

小
野
」
で
社
会
貢
献
で
き
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
元
で
社
会
貢
献
を

平成15年

　　18年

　　20年

　　21年

　　23年
　　25年

　　26年

全国中学校体育大会800㍍、1500㍍
2冠
全国高校総体1500㍍、3000㍍2冠
スーパー陸上で1500㍍日本新記録
全国高校駅伝2区で20人抜き、優勝

日本選手権5000㍍優勝
北京五輪に出場（0.75秒差で予選敗退）
全国都道府県対抗女子駅伝 2 区で 29
人抜き
世界選手権（ベルリン）で5000㍍決勝
進出11位
アジア選手権5000㍍3位
全国都道府県対抗女子駅伝でアンカー
を務め2位
全日本実業団対抗女子駅伝でアンカー
を走り4位入賞に貢献

主な成績

全国高校駅伝のメダル
（同、銀、金の順で獲得）
全国高校駅伝のメダル
（銅、銀、金の順で獲得）

1500㍍の日本記録章1500㍍の日本記録章

特集2　ありがとう
　　　   小林祐梨子さん

部
活
で
よ
く
怒
ら
れ
て
草
引
き

（
２
月
４
日
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
）
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粟
生
線
の
現
状

な
ん

でも解説

おのを
深読み

神戸電鉄粟生線の存続のために①

助産師・看護師を募集
　当センターで、あなたの夢を実現しませんか。産科開設に伴う助産師と看護体制の充実のため
看護師を募集します。

　　　職種 採用予定人数

専門・認定看護師 5 人程度

　　助産師 5 人程度

　　看護師 40 人程度

　　　　　　　　　　　　　　　　　受験資格

●専門・認定看護師資格を有する方
●専門・認定看護師教育課程を修了した方または平成28年3月末までに修了見込みの方
専門看護師の分野
①がん看護②老人看護③母性看護④小児看護⑤精神看護⑥家族支援
認定看護師の分野
①がん放射線療法看護②慢性呼吸器疾患看護③乳がん看護④救急看護⑤皮膚・排泄ケア

●助産師免許を有する方または平成28年3月末までに助産師免許を取得見込みの方

●看護師免許を有する方または平成28年3月末までに看護師免許を取得見込みの方

本年７月 1日以降（免許など取得見込みの方は、平成 28 年 4月 1日）

作文試験・面接試験

　  6月21日（日） 7月25日（土） 8月22日（土） 10月24日（土） 

      6月   1日（月）～ 7月   6日（月）～ 8月   3日（月）～ 10月   5日（月）～ 
              12日（金）         17日（金）         14日（金）           16日（金） 

採用時期

選考方法

試 験 日

受付期間

※詳細は、職員採用試験や奨学金制度のご案内またはホームページ（http://www.kitahari-mc.jp/）をご覧ください。

◆看護職員採用・奨学金制度の申し込み、問い合わせ先
　北播磨総合医療センター企業団　管理部経営管理課総務係（☎88-8800）

奨学生を募集
　助産師･看護師をめざして看護学校に進学された方の、在学中の勉学と生活をサポートするた
めに奨学金制度があります。免許取得後、当医療センターに勤務しようとする学生を募集します。

平成 28 年 3 月卒業予定者の応募を歓迎します

　　　　　　看護学校（大学院、大学、短期大学、専門学校）の在学生

　　　　　　※関西国際大学の在学生は対象外

貸与金額　　月額 3 万～ 5 万円（最終学年時は 7 万円まで可）

貸与期間　　在学する学校の正規の修学年限

募集人数　　10 人程度

募集期限　　5 月 7日（木）

選考試験　　5 月 17 日（日）

返済免除　　免許取得後、貸付総額に応じて一定期間を当センターで勤務した場合は、返済を免除します。

対象者

　　　　
１
月
末
、
市
長
選
を
前
に
、
新
聞

各
紙
に
小
野
市
の
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
神
戸
電
鉄
粟
生
線
の
存

続
問
題
。

　
同
線
は
、
自
家
用
車
な
ど
の
移
動

手
段
を
持
た
な
い
高
校
生
や
、
神
戸

方
面
へ
の
通
勤
利
用
者
ら
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
公
共
交
通
機
関

で
す
。

　
も
し
廃
線
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

鉄
道
を
利
用
し
て
い
た
方
が
代
替
手

段
と
し
て
自
家
用
車
な
ど
に
転
換
す

る
こ
と
で
周
辺
道
路
が
渋
滞
。
ま
た

土
地
価
格
が
下
落
す
る
な
ど
、
粟
生

線
を
利
用
し
て
い
な
い
方
に
と
っ
て

も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む

中
で
、
地
域
の
移
動
手
段
を
い
か
に

確
保
す
る
か
、
同
線
の
存
廃
は
、
切

実
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
20
、

30
年
後
の
小
野
市
を
見
据
え
、
粟
生

廃
線
の
危
機
意
識
広
が
ら
ず
　
抜
本
的
改
革
は
？

線
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
今
一
度
考

え
て
み
ま
す
。

　
粟
生
線
は
、
小
野
、
三
木
、
神
戸

の
３
市
に
ま
た
が
る
、
鈴
蘭
台
駅
か

ら
粟
生
駅
を
結
ぶ
全
長
29
・
２
㌔
の

路
線
で
す
。

　
昭
和
27
年
の
開
通
か
ら
60
年
以
上

も
の
間
、
地
域
住
民
の
通
勤
や
通
学

な
ど
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
と
し

て
、
北
播
磨
地
域
と
阪
神
地
域
を
結

び
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
線
は
、
粟
生
駅
で
北
条
鉄

道
や
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
と
接
続
。
県
内

の
重
要
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
て
い
る
た
め
、
大
規
模
な
災
害

時
な
ど
に
は
他
の
鉄
道
の
迂
回
路
と

し
て
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

　
た
だ
、
車
社
会
の
進
行
な
ど
で
、

年
間
利
用
者
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
１
，

４
２
０
万
人
（
平
成
４
年
度
）
か
ら

年
々
減
少
し
、
現
在
で
は
６
７
２
万

人
と
半
減
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
経
営
面
で
も
、
10
年
以
上
、

年
間
10
億
円
の
赤
字
が
続
い
て
い
て
、

存
続
の
危
機
や
廃
線
な
ど
が
さ
さ
や

か
れ
る
ま
で
に
経
営
状
況
が
悪
化
し

て
い
る
の
で
す
。（
次
号
へ
続
く
）

※

利
用
者
数
と
赤
字
額
は
神
戸
電
鉄
㈱
提
供

　
資
料
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
先　
交
通
政
策
グ

　
ル
ー
プ
（
☎　

 

１
４
０
４
）

廃
線
な
ら
土
地
価
格
の

下
落
や
道
路
渋
滞
も

利
用
者
数
の
半
減
と

10
年
以
上
10
億
円
の
赤
字

◯63

写真奥は、朝日に向かって走る新開地行きの電車（市場駅近くで）

会員募集中！ (　　     )
正会員 2,000円
家族会員大人 1,200円
　　小学生以下 600円

第3期
昨年9月⇒8月

①粟生線サポーターズくらぶ会員証
②粟生線サポーターズくらぶフリーパス1枚
③くらぶ加盟店で割引や特典
④「粟生線乗ろうＤＡＹ！」プログラム参加スタンプを集めると
　オリジナルグッズ進呈　

会員特典

う
か
い
ろ

※免許取得者のみ
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お気軽にご相談ください。 相談日が祝日と重なるときは、休ませていただく場合があります。

相 談 名 相 談 日 時 相 談 場 所 相 談 内 容 担当課（電話番号）

一

般

相

談

障
が
い
者
相
談

子

ど

も

相

談

女
性
相
談

市民サービス課相談室
生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

コミセンおの302号室

コミセンおの205号室

生活環境グループ

人権に関すること

商品や契約の苦情に関する問題

介護・認知症に関する相談など

うるおい交流館エクラ
事務室

北播磨総合医療センター
地域医療連携室 相談室

生活上の問題

福祉事務所相談室

福祉事務所相談室
（障がい者虐待防止センター）

生活上の悩みなどの母子・父子の
自立に向けた相談

女性看護師による
「医療に関する悩み」など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター） 乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

保健センター

福祉総合支援センター
研修室 日々の暮らしの悩み・心配ごと

福祉総合支援センター 障がい者（児）の日常生活に
おける相談

障がい者の虐待など

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること
児童館チャイコム

①福祉総合支援センター
②福祉事務所相談室

福祉総合支援センター

バリアフリー化など住宅改造に
関すること

市民サービス課
63-1013

人権啓発推進グループ
63-1243

生活環境グループ
63-1686

地域包括支援センター
63-2174

社会福祉協議会
63-2575

社会福祉課
63-1011 FAX63-1204
（夜間休日）

63-1000 FAX63-1196

63-1000（内線840・841）

子育て支援課
63-1645

児童館チャイコム
62-7020

健康課
63-3977

来住保育所
62-8428

男女共同参画センター
相談専用電話
63-8250

国際交流協会事務局
62-6763

いじめ担当グループ
62-4110

小野交通安全協会事務局
62-1410

法　律

市民・行政

要予約

人　権

消費生活

高齢者総合相談

心配ごと相談

障がい者総合相談

虐待通報・
相談窓口

精神障がい者

児　童

子育て電話相談

にこにこ
子育て相談
子育て

安心ダイヤル
思春期

ホットダイヤル

不登校相談

子育て相談

いじめ等相談窓口
（ONOひまわりほっとライン）

法律相談

外国人生活相談

女性のための相談

女性のための医療
専門相談

面接相談は要予約

母子・父子自立相談
要予約

要予約

要予約

税務相談 第2庁舎第1会議室 税金に関すること
近畿税理士会・
社支部事務局  
0790-43-1217

子育て支援課
63-1645

北播磨総合医療センター
88-8800（内線3120）

適応教室
63-4175

月～金曜日
9：00～17：00

3月11日（水）・25日（水）
13：30～16：00

－

3月18日（水）
13：30～15：30

－

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00
火・木曜日

9：00～12：00

月～金曜日
9：00～17：00

3月20日（金）
13：00～15：00
月～金曜日
9：00～17：00
月～土曜日

10：00～17：00
3月4日（水）
9：45～11：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
13：00～17：00
月～土曜日
9：00～16：00

木曜日

月～金曜日
9：00～17：00

木曜日
13：30～16：00

水曜日
13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00

毎月第1土曜日
13：00～16：00

①高齢介護課（63-1060）
②社会福祉課（63-1011）

要予約住宅改造
①高齢者向け
②障がい者向け

（電話相談）　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00
（虐待通報は夜間、
休日も対応します。）

（2日の9時から）

本庁舎第1会議室 農地に関すること 農業委員会
63-2266要予約

農　地 3月11日（水）
10：00～15：00

コミセンおの304号室 日常生活上での悩みごと知的障がい者

身体障がい者
社会福祉課障がい福祉係
63-1011

3月15日（日）
10：00～12：00
3月19日（木）
10：00～12：00

障がい者地域生活・
相談支援センター

特設人権

相談窓口

♥

生活情報トピックス 生活環境グループ（☎63-1686）

地域安全グループ（☎63-1273）

　改定理由
　し尿の処理は、小野市、加東市、西脇市の 3 市
で組合を設立し、処理をしています。中でも、小
野市は、し尿 1 ㍑の収集処理にかかる経費が他の
2 市と比べて 1.3 倍以上高く、また、全体の経費
のうち手数料収入で賄えている部分が 2 割未満と
低くなっています。これまで約 20 年間、し尿収
集手数料を据え置いていましたが、バランスの良
い収支とするため手数料を改定します。
　
　なお、業務の効率化、経費削減などの観点から
収集業務の全部を業者委託に変更します。
※収集の申し込みなどは、従来どおり市で受け付
　けします。ご理解とご協力をお願いします。

　手数料をより公平な負担とするため、4 月 1 日
から基本料金を廃止し、汲み取り量による料金を
値上げします。
　改定内容
【旧料金】１回当たり 200 円＋50 ㍑当たり 300 円
【新料金】50 ㍑当たり 400 円

4月の汲み取り分から
し尿収集手数料を改定します
基本料金を廃止し、50㍑当たり400円へ

　犯罪抑止などを目的に、社警察署からの要望を
受け、子どもや女性らに対する声かけ事案、盗難、
不法投棄の発生箇所を中心に、2 月下旬から防犯
カメラを新たに 15 台設置します。なお、既に市
内の駅などに 12 台設置済みです。
　市が設置する防犯カメラの管理・運営について
は、次のことに配慮して運用します。
　 運用責任者などの指定
　防犯カメラ設置にあたり、運用責任者を指定し
ます。
　 防犯カメラの設置表示
　防犯カメラの撮影区域は、必要最小限とし、カ
メラを設置している旨を表示します。

　 映像の適正管理
○施錠可能な保管庫などに保管し、盗難・散逸の
　防止に努めます。
○保管期間は、必要最小限とし、部外への持ち出
　しを禁止します。
　 映像提供の制限
　映像や記録媒体は、以下の場合を除き、第 3 者
への提供を禁止します。
〔例外〕映像から識別される個人（本人）の同意
がある場合／捜査機関から犯罪捜査目的で要請を
受けた場合　など

 料金の例 

100㍑ 350㍑ 500㍑

800円 2,300円 3,200円

手数料

1回当たり200円
＋50㍑当たり300円

 料金の例 

100㍑ 350㍑ 500㍑

800円 2,800円 4,000円

手数料

50㍑当たり400円

旧料金

新料金

広報「おの」　2015.3 10



税
金
・
年
金
・
福
祉
・
飲
料
水
自
動
販
売
機

暮
ら
し
の
情
報
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た
方
。

　
印
か
ん
、
運
転
免
許
証
、
販
売
証
明

書
ま
た
は
廃
車
（
譲
渡
）
証
明
書
を
お

持
ち
の
う
え
、
税
務
課
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。（※

２
）

※

１　
軽
四
輪
は
兵
庫
県
軽
自
動
車
検

　
査
協
会
（
☎
０
５
０‐

３
８
１
６‐

　
１
８
４
７
）、
１
２
５
㏄
超
の
二
輪
や

　
普
通
自
動
車
は
兵
庫
陸
運
部
（
☎
０

　
５
０‐

５
５
４
０‐

２
０
６
６
）
に

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
２　
所
有
者
・
使
用
者
と
異
な
る
方

　
が
届
出
さ
れ
る
場
合
は
、
届
出
者
の

　
印
か
ん
に
加
え
て
、
所
有
者
・
使
用

　
者
の
申
告
書
へ
の
署
名
・
捺
印
ま
た

　
は
委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係

　
（
☎
　
１
０
０
０　
内
線
５
８
３
・
５

　
８
４
）

税　
金

軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
４
月
１
日
で
す

案内
　
軽 　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
時
点

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
（
月
割
制

度
な
し
）。

　
廃
車
手
続
き
が
必
要
な
方
で
、
４
月

１
日
ま
で
に
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

場
合
は
、
来
年
度
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
登
録
手
続
き
が
必
要
な
方
は
、

早
急
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
廃
車
手
続
き
が
必
要
な
方
◆

　
排
気
量
が
１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機

付
自
転
車
・
農
機
具
な
ど
（※

１
）
を
、

廃
棄
・
譲
渡
・
買
い
替
え
で
所
有
さ
れ

な
く
な
っ
た
方
。（
単
に
使
用
し
な
い
と

い
う
理
由
で
は
廃
車
で
き
ま
せ
ん
）

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
か
ん
・
標

識
交
付
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
税
務

課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。（※

２
）

◆
登
録
手
続
き
が
必
要
な
方
◆

　
排
気
量
が
１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機

付
自
転
車
・
農
機
具
な
ど
（※

１
）
を
、

購
入
・
譲
受
・
買
い
替
え
で
所
有
さ
れ

※

適
正
課
税
の
た
め
、
随
時
、
現
地
調

　
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資
産
税
係

　
（
☎
　
１
６
８
９
）

税　
金

家
屋
滅
失
の
届
出

案内
　
１
月
１
日
時
点
で
存
在
し
な
い
建
物

は
、
来
年
度
以
降
の
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
中
に
建

て
替
え
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
取
り
壊

さ
れ
た
建
物
が
あ
れ
ば
早
急
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
返
送
す
る
だ
け
で
、
来
年
度
の
申
請

が
で
き
ま
す
。（
在
学
証
明
書
や
学
生

証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
）

　
な
お
、
来
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
明
石
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
明
石
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
７
８‐

９
１
２‐

４
９
８
０
）

年　
金

平
成
27
年
度
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

案内
　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
、
特
例
制
度
に
よ
り
保
険
料

納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
来
年

度
も
在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末
に
は

が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

だ
さ
い
。

　
な
お
継
続
検
査
は
、
検
査
証
の
有
効

期
限
の
満
了
す
る
日
の
１
か
月
前
か
ら

税　
金

自
動
車
の
検
査
・
登
録
手
続
き

案内
　
毎
年
、
年
度
末
は
自
動
車
の
検
査
・

登
録
申
請
窓
口
が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。

余
裕
を
持
っ
て
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

○
検
査

　
（
☎
０
７
８‐

４
５
３‐

１
１
０
２
）

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://wwwtb.mlit.go.jp/kobe/

）

受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　
神
戸
運
輸
管
理
部
・
兵
庫
陸
運
部

○
登
録

　
（
☎
０
５
０‐

５
５
４
０‐

２
０
６
６
）

　
ラ
ス
▽
ミ
ニ
手
話
講
座
▽
映
画
上
映

　
「
遥
か
な
る
甲
子
園
」
な
ど

▼
参
加
料　
５
０
０
円（
中
学
生
以
上
）

※

当
日
、
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
申
し

　
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　
小
野
市
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局　

　
（
小
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
☎
　
２
５
７
５
・　
　
５
１
９
１

　
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
　
１
０
１
１
・　
　
１
２
０
４

福　
祉

３
月
15
日
に
「
耳
の
日
の
つ
ど
い
」

案内
　
耳
の
日
の
つ
ど
い
は
、
市
民
と
聴
覚

障
が
い
者
が
一
堂
に
集
い
、
映
画
や
福

祉
機
器
の
展
示
な
ど
を
通
じ
て
、
聴
覚

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
３
月
15
日
㈰
13
時
30
分
〜
16

　
時
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

▼
場
所　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
定
員　
６
０
０
人

▼
内
容　
ど
っ
こ
い
お
の
恋
（
よ
さ
こ

　
い
手
話
バ
ー
ジ
ョ
ン
）▽
手
話
コ
ー

▼
採
用
期
間　
４
月
〜
来
年
３
月
（
更

　
新
あ
り
）

▼
報
酬　
１
回
当
た
り
４
，
３
２
０
円

　
（
条
件
付
き
で
一
部
交
通
費
の
支
給
有
）

▼
申
し
込
み
方
法　
履
歴
書
と
資
格
証

　
（
ま
た
は
免
許
証
）
の
写
し
を
、
高
齢

　
介
護
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
（
免

　
許
証
）
の
写
し
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
期
限　
３
月
20
日
㈮
16
時

▼
選
考
方
法　
書
類
選
考
・
面
接

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢

　
介
護
課
介
護
保
険
係（
☎
　
１
５
０
９
）

福　
祉

介
護
保
険
認
定
調
査
員
を
募
集

募集
▼
職
務
内
容　
対
象
者
の
自
宅
ま
た
は

　
病
院
や
介
護
施
設
な
ど
で
の
要
介
護

　
（
要
支
援
）
認
定
調
査
の
実
施
お
よ

　
び
調
査
票
の
作
成

※

自
家
用
車
利
用
で
の
調
査
で
す
。

▼
募
集
人
数　
数
人

▼
資
格
要
件　
65
歳
未
満
で
介
護
支
援

　
専
門
員
、
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会

　
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か

　
の
免
許
を
有
し
、
普
通
自
動
車
免
許

　
を
有
す
る
方

▼
勤
務
時
間　
１
件
あ
た
り
３
時
間
程

　
度
（
月
10
件
程
度
調
査
可
能
な
方
）

※

以
後
、
１
年
更
新
と
し
、
最
大
５
年

　
間
設
置
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
間　
３
月
２
日
㈪
〜
19

　
日
㈭

▼
決
定
方
法　
見
積
書
な
ど
に
よ
る
総

　
合
評
価
落
札
方
式

▼
申
し
込
み
方
法　
所
定
の
様
式
に
必

　
要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。
（
財
政
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
も
募
集
要
項
・
申
し
込
み
様
式
の
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
財
政
課
管
財
係
（
☎
　
１
０
１
４
）

　
市
内
の
公
共
施
設
に
お
け
る
飲
料
水

自
動
販
売
機
の
設
置
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
設
置
場
所
（
10
か
所
）　
匠
台
公
園

　
体
育
館
（
１
台
）
▽
広
渡
廃
寺
跡
歴

　
史
公
園
ガ
イ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
１
台
）

　
▽
夢
の
森
公
園
（
１
台
）
▽
榊
公
園

　
（
１
台
）
▽
こ
だ
ま
の
森
（
２
台
）

　
▽
大
池
総
合
公
園
（
１
台
）
▽
河
合

　
運
動
広
場（
１
台
）▽
防
災
セ
ン
タ
ー

　
・
消
防
署
南
分
署
（
各
１
台
）
▽
コ

　
ミ
セ
ン
か
わ
い
（
１
台
）
▽
下
東
条

　
体
育
館
（
１
台
）

▼
設
置
期
間　
４
月
１
日
㈬
〜
来
年
３

　
月
31
日
㈭

飲
料
水
自
動
販
売
機

市
内
公
共
施
設
で
の
設
置
者
を
募
集

募集

　
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

　
し
込
み
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
　
２
１
７
４
）

福　
祉

介
護
保
険
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
情
報
掲
載
し
ま
せ
ん
か

募集
　
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
い
、
今
年

６
月
に
介
護
保
険
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
改

訂
し
、
発
行
し
ま
す
。

 

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
、
介
護
タ
ク

シ
ー
や
食
事
の
サ
ー
ビ
ス
、
買
い
物
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
事
業
者
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
高
齢
者

　
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
が
対
象

▼
申
し
込
み
方
法　
３
月
27
日
㈮
ま
で
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地
元
商
店
応
援
・
ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
・
選
挙
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
防
災
セ
ン
タ
ー
・
お
の
桜
づ
つ
み
回
廊

暮
ら
し
の
情
報

　
に
す
る
た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど

　
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

　
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

　
を
つ
く
る

３
月
１
日
〜
７
日

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

防
災
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

（1月末時点）
平成27年火災統計

火災種別

建物火災

林野火災

車両火災

その他火災※

　　計

前年同時期

件数

2

0

0

0

2

3

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
多
い
時
季 

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
市
内
で
発
生
し
た
火
災
の

う
ち
建
物
火
災
が
最
も
多
く
、
12
件
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
火
災
予
防

に
つ
い
て
再
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

◆
３
つ
の
習
慣
◆

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

　
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

◆
４
つ
の
対
策
◆

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

　
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

　
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

　
す
る

・
燃
え
広
が
る
前
に
消
火
で
き
る
よ
う

消防

全
国
山
火
事
予
防
運
動

消防

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、

３
月
１
日
〜
７
日
に
全
国
山
火
事
予
防

運
動
を
実
施
。
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
通
し
て
、
山
火
事
の
未
然
防
止
を
図

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
小
野
ア
ル
プ
ス
で
、
登
山

者
へ
山
火
事
予
防
を
呼
び
か
け
た
り
、

山
火
事
予
防
看
板
の
修
繕
や
取
り
替
え

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
畦
焼
き
か

ら
の
延
焼
や
タ
バ
コ
の
不
始
末
に
よ
っ

て
発
生
し
て
い
ま
す
。
貴
重
な
森
林
を

守
る
た
め
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
（
☎
 
０
１
１
９
）

住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る

　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

あ
ぜ

◯63

◯63
◯63

　
市
で
は
、「
小
野
市
防
災
マ
ッ
プ
」

を
３
月
末
の
区
長
便
を
通
じ
て
全
戸
配

布
し
ま
す
。

　
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
今
回
新
た
に
地

震
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
掲
載
。ま
た
、

避
難
場
所
な
ど
の
防
災
情
報
を
は
じ
め

と
し
て
、
毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

医
療
機
関
ガ
イ
ド
、
情
報
な
ど
も
載
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
を
元
に
、
家
族
で
万
が
一

小
野
市
防
災
マ
ッ
プ
を

全
戸
配
布
し
ま
す

防災

お
の
桜
づ
つ
み
回
廊

回
廊
の
交
通
規
制
を
し
て
い
ま
す

案内
　

例
年
、
花
見
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人

気
の
「
お
の
桜
づ
つ
み
回
廊
」
は
、

粟
田
橋
の
架
け
替
え
工
事
の
た
め
、

今
年
は
回
廊
内
へ
自
動
車
や
単
車
で

乗
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
回
廊
周
辺
に
臨
時
駐
車
場

を
設
け
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
駐
車
場
を
設
け
て
も
、

回
廊
周
辺
の
道
路
は
大
変
混
雑
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

お
の
桜
づ
つ
み
回
廊
へ
は
、
公
共

交
通
機
関
や
徒
歩
な
ど
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く
り
課

　
都
市
整
備
係
（
☎
　
２
１
８
２
）車両通行禁止

の
災
害
に
備
え
、
自
宅
周
辺
の
危
険
箇

所
の
確
認
、
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
避

難
所
・
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
安
全
部
防
災

　
グ
ル
ー
プ
（
☎
　
３
３
８
７
）

新大河橋

粟田橋

←新部町北 →高田町西

お
の
桜
づ
つ
み
回
廊

加
古
川

広報「おの」　2015.315 14広報「おの」　2015.3

シルバー人材センターの会員になって
働いてみませんか！
　「生涯現役社会の実現」に向けて、地域や社会が
あなたの元気を必要としています。

シルバー人材センターの会員になって
働いてみませんか！
シルバー人材センターの会員になって
働いてみませんか！

▼
期
間　
３
月
21
日
㈷
〜
４
月
７
日
㈫

▼
対
象　
中
学
生
・
高
校
生

※

ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
降
車
時
に
運
転
手

　
に
生
徒
手
帳
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
交
通
政
策
グ
ル
ー

　
プ
（
☎
　
１
４
０
４
）

ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス

春
休
み
期
間
中
、
中
学
・
高
校
生
の
運
賃
を
無
料
に

案内
　
中
学
・
高
校
生
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
春
休
み
期
間
限
定
で
、
ら
ん

♡
ら
ん
バ
ス
の
運
賃
を
無
料
に
し
ま
す
。

　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
や
図
書
館

な
ど
の
公
共
施
設
や
、
駅
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

選　
挙

小
野
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

案内

　
４
月
19
日
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
告
示
日　
３
月
22
日
㈰　
　

▼
立
候
補
届
出
日　
３
月
22
日
㈰
８
時

　
30
分
〜
17
時

▼
投
票
日　
３
月
29
日
㈰
７
時
〜
20
時

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
選
挙
管
理
委
員

　
会
（
☎
　
１
０
０
７
）

定数

４人

４人

６人

区域

小野・市場地区

河合・来住地区

大部・下東条地区

選挙区

第１

第２

第３

■選挙区ごとの定数

※立候補に必要な書類については、
　問い合わせください。

地
元
商
店
応
援

粟
田
橋
か
わ
い
災
害
商
店
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続

案内
　
河
合
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

一
昨
年
秋
の
台
風
被
害
で
粟
田
橋
が
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
売
り

上
げ
に
影
響
が
出
て
い
る
県
道
三
木
宍

粟
線
沿
い
の
商
店
を
応
援
す
る
た
め
、

「
粟
田
橋
か
わ
い
災
害
商
店
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
今
年
も
継
続
し
ま
す
。

　
対
象
商
店
で
買
い
物
を
す
る
と
、
割

引
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

▼
実
施
期
間　
来
年
１
月
31
日
㈰
ま
で

▼
対
象
商
店
（
５
店
舗
）　
ガ
ソ
リ
ン

　
ス
タ
ン
ド
「
㈱
川
一
商
店
」
（
昭
和

　
町
）
▽
喫
茶
店
「
ク
ロ
ー
バ
ー
ハ
ウ

　
ス
」
（
王
子
町
）
▽
薬
局
「
弘
勢
堂

　
薬
局
」
（
粟
生
町
）
▽
ガ
ソ
リ
ン
ス

　

タ
ン
ド
「
小
林
鉱
油
㈱
」
（
王
子

　

町
）
▽
自
動
車
販
売
整
備
「
藤
井

　
モ
ー
タ
ー
ス
」
（
粟
生
町
）

※

対
象
商
店
は
随
時
募
集
中

▼
応
募
方
法　
対
象
商
店
で
３
千
円
以

　
上
購
入
し
、
レ
シ
ー
ト
を
応
募
用
紙

　
に
添
付
（
複
数
枚
・
複
数
商
店
可
）

　
し
て
、
対
象
商
店
や
コ
ミ
セ
ン
か
わ

　
い
に
あ
る
応
募
箱
へ
投
函
し
て
く
だ

　

さ
い
。
（
コ
ミ
セ
ン
か
わ
い
へ
郵
送

　
も
可
）

※

応
募
用
紙
は
、
対
象
商
店
や
コ
ミ
セ

　
ン
か
わ
い
に
設
置
。
対
象
レ
シ
ー
ト

　
は
昨
年
１
月
１
日
〜
来
年
１
月

　　　　
日
。

▼
賞
品　
対
象
商
店
で
使
用
で
き
る
千

　
円
〜
３
千
円
の
割
引
券
な
ど
が
抽
選

　
で
毎
月
合
計
26
人
に
当
た
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
河
合
地
区
地
域
づ

　
く
り
協
議
会（
コ
ミ
セ
ン
か
わ
い
内
）

　
〒
６
７
５‐
１
３
５
５　
小
野
市
新

　
部
町
９
０
７
番
地
・
☎
　
２
０
３
０
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ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
市
ゴ
ル
フ
協
会
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

暮
ら
し
の
情
報

広報「おの」　2015.317 16広報「おの」　2015.3

日時 3月 28日（土）9:45 ～
（受付 9:15 ～）※小雨決行

集合 神戸電鉄・JR 加古川線「粟生駅」
※駐車場はありません

●コース：【縦走コース】（約 15km）
 　粟生駅～鴨池～岩倉峠～小野アルプス～白
 　雲谷温泉ゆぴか（解散）
 　【一般コース】（約 8.5km）
 　粟生駅～鴨池～コミセンきすみの～白雲谷
 　温泉ゆぴか（解散）
●参加料：無料
●申し込み方法：3月 12 日（木）までに、市観光協会（観
 　光課）・体育保健課・市総合体育館（アルゴ）
 　に備え付けの申込書で申し込みください。
●問い合わせ先：体育保健課（☎63-2591）
 　　　  市観光協会（☎63-1929）

小野アルプス縦走ハイキング小野アルプス縦走ハイキング小野アルプス縦走ハイキング

　
㈭
13
時
30
分
〜
15
時
ご
ろ

▼
内
容　
ハ
ー
ブ
染
め
体
験

◆
５
月
の
講
習
会
◆

▼
日
時　
❶
５
月
11
日
㈪
❷
５
月
28
日

　
㈭
13
時
30
分
〜
15
時
ご
ろ

▼
内
容　
苔
玉
づ
く
り

▼
定
員　
各
日
20
人
（
先
着
順
）

▼
場
所　
広
渡
廃
寺
跡
歴
史
公
園

▼
参
加
料　
各
日
１
，
０
０
０
円

▼
持
ち
物　
作
品
を
入
れ
る
袋

▼
申
し
込
み
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

　
ク
ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

　
希
望
の
講
習
会
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

　
い
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先
（
共
通
）

　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整
備
係

　
（
〒
６
７
５‐

１
３
８
０　
小
野
市

　
王
子
町
８
０
６
番
地
の
１
）

　
☎
　
２
１
８
２
・　
　
２
６
１
４

　
市
で
は
、
身
近
に
利
用
で
き
る
ハ
ー

ブ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
生
活

養
成
学
習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
最
後
の
学
習
会
は
、
石
垣
島

最
新
の
ハ
ー
ブ
事
情
を
学
ぶ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

▼
日
時　
３
月
17
日
㈫
10
時
〜
12
時

▼
内
容　
Ｎ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ａ（
命
草
）

　
〜
第
22
回
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
石

　
垣
市
大
会
を
経
て
〜

▼
講
師　
ジ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
ェ
佳
代
子
さ

　
ん
（
小
野
市
学
術
政
策
員
）

▼
場
所　
コ
ミ
セ
ン
お
の
２
０
１
号
室

▼
定
員　
25
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　
無
料

※

別
途
、
材
料
費
５
０
０
円
が
必
要

▼
申
し
込
み
期
限　
３
月
13
日
㈮
17
時

▼
申
し
込
み
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

　
ク
ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

　
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
生
活
養
成
学
習
会
」
参
加

　
希
望
の
旨
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
「
花・ハ
ー
ブ
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

◆
４
月
の
講
習
会
◆

▼
日
時　
❶
４
月
13
日
㈪
❷
４
月
23
日

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
学
習
講
座
の
受
講
生
募
集　
ほ
か

募集
　
毎
年
、
三
木
市
と
合
同
で
開
催
す
る

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
学
習
講
座
」
。
花
や

緑
に
よ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ

く
り
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
初
級
コ
ー
ス

▼
講
師　
ジ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
ェ
佳
代
子
さ

　
ん
（
小
野
市
学
術
政
策
員
）

▼
内
容
（
全
４
回
）

①
花
と
み
ど
り
で
ま
ち
づ
く
り（
５
月
）

②
緑
化
に
よ
る
安
全
緑
地
・
安
心
の
道

　
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
（
７
月
）

③
育
苗
（
９
月
）

④
花
と
み
ど
り
で
ま
ち
の
ガ
ー
デ
ン
デ

　
ザ
イ
ン
を
し
て
み
よ
う
（
11
月
）

　
　
フ
ラ
ワ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

▼
対
象　
ま
ち
づ
く
り
初
級
コ
ー
ス
経

　
験
者
（
２
年
目
以
降
）

▼
講
師　
矢
澤
秀
成
さ
ん
（
園
芸
研
究

　
家
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
な
ど
に
出

　
演
中
）

▼
内
容
（
全
６
回
）

①
植
物
の
基
本
（
５
月
）

②
植
物
の
繁
殖
と
育
苗
（
７
月
）

③
植
物
の
病
害
虫
と
そ
の
対
応（
９
月
）

④
植
物
の
基
本
「
土
」
と
「
肥
料
」　

　
（
11
月
）

⑤
道
具
の
使
い
方
と
手
入
れ
（
来
年
１

　
月
）

⑥
ま
と
め
（
来
年
３
月
）

▼
定
員　
25
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　
無
料

※

材
料
費
は
実
費
負
担

▼
申
し
込
み
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙

　
に
記
入
の
上
、
ま
ち
づ
く
り
課
へ
提

　
出
（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
可
）
し
て
く

　
だ
さ
い
。

▼
応
募
用
紙
設
置
場
所　
各
コ
ミ
セ
ン
、

　
ま
ち
づ
く
り
課
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

▼
申
し
込
み
期
限　
３
月
27
日
㈮
17
時

案内

▼
持
ち
物　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、タ
オ
ル
、

　
帽
子
、
飲
み
物
な
ど

▼
申
し
込
み
期
限　
３
月
16
日
㈪※

必

　
着

▼
申
し
込
み
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

　
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ク
ス

　
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
小
野

　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
（
〒
６
７
５

　‐

１
３
９
５　
小
野
市
王
子
町
８
０

　
０
番
地
の
１
・
小
野
商
工
会
議
所
内
）

　
☎
　
１
１
６
１
・　
　
３
４
６
０

▼
日
時　
４
月
３
日
㈮
13
時
〜
16
時
ご
ろ

▼
場
所　
小
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
来
住

　
町
）

※

雨
天
時
は
樫
山
ゴ
ル
フ
ラ
ン
ド
（
樫

　
山
町
）

▼
対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小

　
学
生
か
ら
18
歳
ま
で

※

保
護
者
同
伴
の
こ
と

▼
定
員　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
）

▼
参
加
料　
１
，
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー

　
ツ
ド
リ
ン
ク
付
）

※

支
払
い
は
当
日 市

ゴ
ル
フ
協
会

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
研
修
会
の
参
加
者
募
集

募集

市
ゴ
ル
フ
協
会

「
ハ
ー
ト
フ
ル
花
見
＆
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催

案内

　
直
接
、ゴ
ル
フ
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

○
運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
弁
当
や
飲
み
物
は
販
売
し
て
い
ま
せ

　
ん
の
で
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
ア

　
ル
コ
ー
ル
類
は
持
ち
込
み
禁
止
）

○
ご
み
は
、
各
自
で
ご
み
袋
を
用
意
し

　
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
小
野
市
ゴ
ル
フ
協

　
会
事
務
局
（
☎
　
１
１
６
１
）

　
普
段
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
さ
れ
な
い
方

も
、
ゴ
ル
フ
場
で
花
見
を
し
な
が
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
４
月
６
日
㈪
10
時
〜
15
時　

　
（
入
場
は
13
時
30
分
ま
で
）

※

雨
天
中
止

▼
場
所　
小
野
東
洋
ゴ
ル
フ
倶
楽
部　

　
（
日
吉
町
）

▼
参
加
料　
無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加

　
で
き
ま
す
）

▼
申
し
込
み
方
法　
申
し
込
み
は
不
要
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
学
習
講
座

Ｅ
Ｃ
Ｏ
生
活
養
成
学
習
会

花
・
ハ
ー
ブ
講
習
会

※写真はイメージです※写真はイメージです

桜づつみウオーク桜づつみウオーク桜づつみウオーク

日時 4月 5日（日）10:00 ～
（受付 9:30 ～）※小雨決行

集合 大部小学校（神戸電鉄葉多駅から徒歩約 20分）
※駐車台数に限りがあります

●コース：おの桜づつみ回廊往復コース（約 8km）
　　　　　おの桜づつみ回廊片道コース（約 4km）
●参加料：無料（申し込み不要）
●問い合わせ先： 大部地区地域づくり協議会
 　　　　（☎63-6100）
　　　　　　　　体育保健課（☎63-2591）

　西日本最大級、全長
4km の「おの桜づつみ回
廊」に咲き誇る 650 本の
桜を見ながらウオーキン
グをしませんか？　参加
者には、おおべの大鍋で

作った特製の「とん汁」を無料で提供。ほかにも、焼き
そば、綿菓子、ゲームコーナーなどもあります。

　参加者全員に白雲谷温泉ゆぴかの半額入浴券のほ
か、縦走コース完走者には完走バッジもプレゼント！

みんな来てね！

◯63

◯63

◯63
◯63

◯63



ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
・
国
際
交
流

暮
ら
し
の
情
報

広報「おの」　2015.319 18広報「おの」　2015.3

▼
応
募
方
法　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま

　
た
は
在
学
の
方
は
、
往
復
は
が
き
で

　
３
月
８
日
㈰
（
必
着
）
ま
で
に
応
募

　
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
方
は
３
月

　
10
日
㈫
か
ら
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

※

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人

※

１
人
に
つ
き
１
コ
ー
ス

▼
入
会
者
の
決
定
方
法　
定
員
を
超
え

　
た
コ
ー
ス
は
、
３
月
９
日
㈪
に
主
催

　
者
で
抽
選
し
ま
す
。

▼
説
明
会
日
時　
３
月
15
日
㈰
①
13
時

　
30
分
〜
②
15
時
30
分
〜
（
コ
ー
ス
に

　
よ
り
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

※

親
子
・
成
人
コ
ー
ス
は
除
く

▼
説
明
会
場
所　
ア
ル
ゴ
軽
運
動
室

▼
会
費　
入
会
金
１
，
０
０
０
円
（
入

　
会
時
の
み
）
／
年
会
費
２
，
０
０
０

　
円
／
月
会
費
４
，
０
０
０
円
（
親
子

　
コ
ー
ス
５
，
０
０
０
円
）

※

市
外
の
方
は
月
会
費
１
・
５
倍

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
総
合
体

　
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
☎
　　
７
０
０
０

ス
ポ
ー
ツ

「
ア
ル
ゴ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
４
月
〜
）」
生
徒
募
集

募集
▼
日
時　
４
月
12
日
㈰
８
時
30
分
〜

※

雨
天
時
は
19
日
㈰

▼
場
所　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

　
ト
・
河
合
運
動
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は

　
市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

　
バ
ー
（
コ
ー
チ
は
除
く
）
の
う
ち
市

　
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方　

▼
試
合
方
法　
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

（
Ａ
級
・
Ｂ
級
・
ベ
テ
ラ
ン
）

▼
参
加
料　
ペ
ア
で
２
，
０
０
０
円

　

（
高
校
生
以
下
は
１
，
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
期
限　
４
月
３
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
テ
ニ
ス
協
会
役
員　
奥
田

　
（
☎
０
９
０‐

７
４
９
１‐

０
９
７
２
）

※

17
時
以
降
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

春
季
テ
ニ
ス
大
会
の
参
加
者
募
集

募集

　
市
内
の
小
・
中
学
校
、
特
別
支
援
学

校
な
ど
で
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒

の
学
校
生
活
を
補
助
す
る
介
助
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　
高
卒
以
上
の
学
歴
を
有

　
し
、
昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
方
で
、
特
別
支
援
教
育
や
市

　
の
教
育
行
政
の
推
進
に
理
解
と
熱
意

　
の
あ
る
方

※

教
育
、
医
療
福
祉
関
連
の
資
格
を
持

　
つ
方
を
希
望

▼
待
遇　
市
臨
時
職
員
の
身
分
取
り
扱

　
い
な
ど
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く

▼
応
募
期
限　
３
月
20
日
㈮

▼
応
募
方
法　
履
歴
書
と
印
か
ん
を
持

　
参
し
、
登
録
申
出
書
に
署
名
し
て
く

　
だ
さ
い
。
（
教
育
・
医
療
福
祉
関
連

　
の
資
格
を
持
つ
方
は
、
免
許
状
な
ど

　
の
写
し
も
提
出
）

▼
選
考
方
法　
書
類
選
考
の
上
、
面
接

　
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

▼
採
用
人
数　
数
人

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
学
校
教
育
課
（
☎
 
２
４
０
９
）

教　
育

平
成
27
年
度　
児
童
生
徒
介
助
員
の
登
録
募
集

募集
　
４
月
に
市
内
の
小
・
中
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、
１
月

末
付
け
で
就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
し

た
。
　

通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、

国
立
・
私
立
の
小
・
中
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
場
合
な
ど
は
、
学
校
教
育
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
教
育
課(

☎
　
２
４
０
９)

教　
育

新
入
学
児
童
生
徒
に
就
学
通
知
書
を
発
送

案内

国
際
交
流
協
会

姉
妹
都
市
親
善
訪
問
使
節
団
が
渡
米　
ほ
か

　
第
21
回
小
野
市
姉
妹
都
市
親
善
訪
問

使
節
団
に
、
総
勢
12
人
（
大
学
院
生
１

人
・
高
校
生
２
人
・
中
学
生
８
人
・
引

率
１
人
）
が
決
定
し
、
今
月
25
日
に
米

国
リ
ン
ゼ
イ
市
へ
出
発
し
ま
す
。
訪
問

期
間
は
４
月
２
日
ま
で
の
９
日
間
で
す
。

▼
訪
問
団
員　
リ
ー
ダ
ー
・
大
﨑
裕
介

（
23
）▽
井
上
果
歩（
16
）▽
棚
倉
和
沙

（
16
）▽
吉
田
侑
平（
14
）▽
金
尾
海
香

（
14
）▽
溝
口
莉
那（
14
）▽
藤
原
萌
依

（
14
）▽
出
井
彩
夏（
14
）▽
山
本
唯
加

（
14
）▽
長
谷
川
七
海（
14
）▽
小
林
叶

佳（
13
）▽
引
率・河
嶋
栄
里
子（
国
際

交
流
協
会
理
事
）※

敬
称
略（
年
齢
）

◆
壮
行
会
・
報
告
会

○
壮
行
会　
３
月
19
日
㈭

○
報
告
会　
４
月
16
日
㈭

姉
妹
都
市
親
善
訪
問
使
節
団
が

ア
メ
リ
カ
・
リ
ン
ゼ
イ
市
へ

▼
日
時　
３
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯

　
19
時
〜
21
時

▼
場
所　
コ
ミ
セ
ン
お
の
３
０
２
号
室

▼
対
象　
小
野
市
と
そ
の
近
郊
に
在
住

　
・
在
勤
の
外
国
人

▼
参
加
料　
１
回
２
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法　
電
話
や
メ
ー
ル
な

　
ど
で
、
協
会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
☎
　
６
７
６
３
・　
　
２
４
０
０
）

　
　

info@
oia.gr.jp

３
月
の
日
本
語
教
室
の
受
講
生
募
集

が
つ

に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ

ば 

し
ょ

ご
う
し
つ

た
い
し
ょ
う

お　
の　
し

き
ん
こ
う

ざ
い
じ
ゅ
う

ざ
い
き
ん

が
い
こ
く
じ
ん

さ
ん 

か 

り
ょ
う

か
い

え
ん

じ
ゅ
こ
う
せ
い 

ぼ 

し
ゅ
う

も
う　
　
　
こ　
　
　

 

ほ
う
ほ
う

で
ん 

わ

き
ょ
う
か
い

も
う　

こ

も
う　
　
　 

こ　
　

 　
　
　
と　
　　
あ　
　
　
　
　
さ
き

お　
の　

 

し 

こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い
じ
む
き
ょ
く

に
ち 

じじ

案内
往復はがきの記入方法

○
○
市 

△
△
町 

□
□
番
地

　

○ 

○　

○ 

○　

様

①
希
望
コ
ー
ス
名

②
郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
（
幼
児
・
小
学
生
は
保
護
者
名
も
）

④
本
人
の
学
校
名
ま
た
は
勤
務
先

⑤
年
齢
（
生
年
月
日
）

⑥
電
話
番
号

小
野
市
王
子
町
９
１
７
番
地
の
１

小
野
市
総
合
体
育
館

ア
ル
ゴ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

４
月
生
徒
募
集
係

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

【返信用】

【往信用】

アルゴスイミングスクール練習時間割表

10:00

～

11:00

11:00

～

12:00

13:00

～

14:00

14:00

～

15:00

15:00

～

16:00

16:00

～

17:00

17:00

～

18:00

18:00

～

19:00

19:00

～

20:00

20:00

～

21:00

火 水 木 金 土
コース名

対　　象

募集人員
コース名

対　　象

募集人員
コース名

対　　象

募集人員
コース名

対　　象

募集人員
コース名

対　　象

募集人員
コース名

対　　象

募集人員
コース名

対　　象

募集人員
コース名

対　　象

募集人員
コース名

対　　象

募集人員
コース名

対　　象

募集人員

6  7  5   1  3  7  8

Ｇ２
幼児

（2～ 4歳）
15
Ｉ２
女性

（15歳以上）
35

―

―

Ｂ02
幼児

（3歳～年長）
50
Ｃ２
年長～
3年生
25
Ｂ２
幼児

（3歳～年長）
20
Ｅ２

小・中学生

20
Ｌ２
一般男女
（15歳以上）

35
Ｕ2（ｱｸｱﾋﾞｸｽ）
一般男女
（15歳以上）

25

N3（水中散歩） 
一般男女
（50歳以上）

5
Ａ３
親子

（6か月～3歳未満）
25

―

―

Ｂ３
幼児

（3歳～年長）
45
Ｃ３
年長～
3年生
10

―

Ｅ３

小・中学生

30

―

―

N4（水中散歩） 
一般男女
（50歳以上）

5
Ｕ4（ｱｸｱﾋﾞｸｽ）
一般男女
（15歳以上）

15

―

―

Ｂ４
幼児

（3歳～年長）
45

―

―

―

Ｌ４
一般男女
（15歳以上）

35

―

N5（水中散歩） 
一般男女
（50歳以上）

20
Ａ５
親子

（6か月～3歳未満）
30

―

Ｊ５
女性

（15歳以上）
45
Ｂ５
幼児

（3歳～年長）
45
Ｃ５
年長～
3年生
20

―

―

―

―

―

―

Ｂ６
幼児

（3歳～年長）
20
Ｂ06
幼児

（4歳～年長）
35

―

―

―

―

Ｌ６
一般男女
（15歳以上）

30

―

※親子コース・Ｇ２コースは 45 分
※年長とは、平成 21 年 4月 2日～平成 22 年 4月 1日生まれの方
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健
康
・
就
職
説
明
会
・
警
察
・
防
衛
省
・
お
の
検
定

暮
ら
し
の
情
報

広報「おの」　2015.321 20広報「おの」　2015.3

3 月 1日㈰・15日㈰
13:30 ～ 16:30

3 月 1日㈰・15日㈰
13:30 ～ 16:30

チ

ャレ
ンジ

いきいき社会創造課（☎63-2445）

小学校漢字 18 級～スーパー級
中学校漢字   6 級～スーパー級
小学校計算 18 級～ 1級
中学校計算   9 級～ 1級
中学校英語 11 級～ 1級
スピード計算 初級・中級・上級
音読 初級・中級・上級

答え：①pizza　②tennis　③computer　④up　⑤She works in a library

市民版「おの検定」英語にチャレンジしよう！
①ピザ p□z□a
②テニス t□nn□s
③コンピュータ c□mpu□er
④起きる get  (        )
⑤彼女は図書館で働いています（並べ替え問題）
　（works/ she / in / library/ a）

※各級の合格者 (80 点以上 ) には認定証を交付します。

場　  所　　図書館 2階研修室（１）
検定部門

健康課から

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登
録
（
生

涯
１
回
）
と
狂
犬
病
予
防
注
射
（
毎
年

１
回
）
を
受
け
る
よ
う
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
接
種
方
法
は
、
接

種
会
場
で
の
集
団
接
種
（
左
表
参
照
）

か
動
物
病
院
で
の
個
別
接
種
の
い
ず
れ

か
で
す
。

　
自
殺
は
、
様
々
な
要
因
が
重
な
っ
て

心
理
的
に
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
の
身
近
な
人
に
、
こ
ん
な
サ

　
イ
ン
は
出
て
い
ま
せ
ん
か
◆

　
よ
く
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い
、
表

　
情
が
暗
い
、
怒
り
っ
ぽ
い
、
自
分
を

　
責
め
て
ば
か
り
い
る
、
頭
痛
な
ど
痛

　
み
を
訴
え
る
、
原
因
不
明
の
身
体
の

　
不
調
が
長
引
い
て
い
る…

な
ど

▼
相
談
窓
口

○
兵
庫
県
い
の
ち
と
心
の
サ
ポ
ー
ト
ダ

　
イ
ヤ
ル

　
（
☎
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
♯
７
５
０
０
）

　

※

携
帯
電
話
か
ら
は
☎
０
７
８‐

　
３
８
２‐

３
５
６
６

　
【
月
〜
金
曜
】
18
時
〜
翌
８
時
30
分

　
【
土
・
日
・
祝
日
】
24
時
間

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　

　
加
東
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
７
９
５‐

４
２‐

５
１
１
１
㈹
）

　
市
健
康
課
（
☎
　
３
９
７
７
）

　
【
月
〜
金
曜
】
９
時
〜
17
時
（
祝
日
・

　

 

年
末
年
始
除
く
）

ね
こ
の
ひ
き
と
り
が
終
了
し
ま
す

　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
三
木
支
所
が

毎
月
１
回
実
施
し
て
い
た
各
市
で
の

「
ね
こ
の
ひ
き
と
り
」
は
、３
月
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。
４
月
以
降
は
、
同
セ

ン
タ
ー
で
の
み
ひ
き
と
り
ま
す
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

手数料

登　録

注射済票交付

注　射

合　計

狂
犬
病
の
予
防
接
種

登録済

―

3,200 円

新規登録

3,000 円

6,200 円

   550 円

2,650 円

場　　所

曽根町公民館

池田町公民館

うぐいすタウン公園

中谷町公民館

脇本町公民館

大開町公民館

万勝寺金剛院前

小田上川北公民館

小田下町公民館

ひまわりタウン南公園

福住町公民館

船木町公民館

時　　間

  9:10 ～ 9:20

  9:30 ～ 9:40

  9:50 ～ 10:00

10:10 ～ 10:20

10:30 ～ 10:40

10:50 ～ 11:00

11:10 ～ 11:30

12:50 ～ 13:00

13:10 ～ 13:20

13:30 ～ 13:40

13:50 ～ 14:10

14:20 ～ 14:30

4 月 9日（木）

場　　所

古川町公民館

久保木町公民館

住吉町公民館

中番町公民館

菅田町公民館

高山町公民館

北丘町公民館

浄谷町公民館

黒川町公民館

中町公民館

天神町公民館

天神東ヶ丘公民館

時　　間

  9:00 ～ 9:10

  9:20 ～ 9:30

  9:40 ～ 9:50

10:10 ～ 10:20

10:30 ～ 10:40

10:50 ～ 11:00

11:10 ～ 11:20

11:30 ～ 11:50

13:00 ～ 13:20

13:30 ～ 13:40

13:50 ～ 14:10

14:20 ～ 14:30

4 月 10 日（金）

場　　所

栄町構造改善センター

長尾町公民館

日吉町公民館

二葉町公民館

山田町農機具格納庫前

山田町大上バス停前

榊町公民館

池尻町公会堂

大島町東公民館

大島町中公民館

大島町西公民館

小野ニュータウン公民館

時　　間

  9:00 ～ 9:10

  9:20 ～ 9:30

  9:45 ～ 9:55

10:10 ～ 10:20

10:30 ～ 10:40

10:50 ～ 11:00

11:10 ～ 11:20

11:40 ～ 11:50

12:50 ～ 13:00

13:10 ～ 13:20

13:30 ～ 13:40

14:00 ～ 14:30

4 月 13 日（月）

場　　所

あお陶遊館アルテ前広場

西脇町公民館

阿形町公民館

福甸町公民館

来住町原公会堂

下来住町４組公民館

下来住町山寄公民館

黍田町ちびっ子広場

JA兵庫みらい小野南支店前

樫山町室山公民館

樫山町公民館

育ヶ丘町自治会館駐車場

4 月 16 日（木）
時　　間

  9:00 ～ 9:10

  9:20 ～ 9:40

  9:50 ～ 10:10

10:30 ～ 10:40

10:50 ～ 11:00

11:10 ～ 11:20

11:30 ～ 11:40

11:50 ～ 12:00

13:00 ～ 13:10

13:20 ～ 13:30

13:40 ～ 13:50

14:00 ～ 14:20

場　　所

中島町公民館

広渡町公民館

復井町公民館

青野ヶ原会館

河合中町公民館

河合西町公民館

新部会館

三和町公民館

新部町大寺公民館

昭和町公民館

青野ヶ原ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ公園前

粟生会館

4 月 15 日（水）
時　　間

  9:00 ～ 9:10

  9:20 ～ 9:40

10:00 ～ 10:10

10:20 ～ 10:40

10:50 ～ 11:10

11:20 ～ 11:30

11:40 ～ 11:50

12:50 ～ 13:00

13:10 ～ 13:20

13:30 ～ 13:40

13:50 ～ 14:00

14:10 ～ 14:30

4 月 14 日（火）
場　　所

鹿野町公民館

喜多町公民館

高田町公民館

住永町公民館

敷地町公民館

王子町公民館

葉多町公民館

久茂町公民館

下大部町公民館

片山町公民館

神明町公民館

本町愛宕神社

上本町公民館

垂井町公民館

時　　間

  9:00 ～ 9:10

  9:20 ～ 9:30

  9:40 ～ 9:50

10:00 ～ 10:10

10:20 ～ 10:30

10:40 ～ 10:50

11:00 ～ 11:10

11:20 ～ 11:30

11:40 ～ 11:50

13:00 ～ 13:10

13:20 ～ 13:30

13:40 ～ 13:50

14:00 ～ 14:10

14:20 ～ 14:30

　
犬
・
ね
こ
に
関
す
る
相
談
や
ひ
き
と

り
に
つ
い
て
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
県
動
物
愛
護
セ
ン  

　
タ
ー　
三
木
支
所
（
三
木
市
志
染
町

　
窟
屋
１
２
４
２‐

４
８
）　
☎
８
４‐

　
３
０
５
０（
平
日
９
時
〜
17
時
30
分
）

防
衛
省

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

募集
▼
種
目　
一
般
幹
部
候
補
生

▼
応
募
資
格
（
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
）

○
大
卒
程
度
試
験　
22
歳
以
上
26
歳
未
満

○
大
学
院
卒
者
試
験　
20
歳
以
上
28
歳

　
未
満
で
修
士
課
程
修
了
者
な
ど

※

大
卒
・
院
卒
と
も
見
込
み
含
む

▼
入
隊
時
期　
平
成
28
年
４
月
中
旬

▼
応
募
期
間　
３
月
１
日
㈰
〜
５
月
１

　
日
㈮

▼
試
験
日

○
一
次
試
験　
５
月
16
日
㈯

※

飛
行
要
員
は
５
月
17
日
㈰

○
二
次
試
験　
６
月
16
日
㈫
〜
19
日
㈮

　
の
間
の
指
定
日

▼
問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
兵
庫
地
方

　
協
力
本
部　
加
古
川
地
域
事
務
所　

　
（
☎
０
７
９‐

４
２
６‐

３
２
９
０
）

　
青
野
原
分
駐
所
（
☎
　
７
９
５
９
）

説
明
会

「
就
活
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
播
磨
」
を
開
催

案内
　
北
播
磨
・
東
播
磨
・
明
石
市
の
中
堅

中
小
企
業
約
30
社
が
一
堂
に
会
す
る

「
企
業
就
職
説
明
会
」。
就
活
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　
３
月
16
日
㈪
13
時
30
分
〜
16

　
時
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

▼
場
所　
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
加

　
古
川
市
加
古
川
町
溝
之
口
５
２
７
）

▼
対
象　
平
成
28
年
３
月
に
大
学
な
ど

　
を
卒
業
（
予
定
）
さ
れ
る
方

▼
参
加
料　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
で
参

　
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
申
込
書
は
兵
庫
労
働
局
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
加
古
川
公
共
職
業

　
安
定
所　
学
卒
部
門
（
☎
０
７
９‐

　
４
２
１‐

８
６
３
８
）

▼
当
日
に
持
参
す
る
も
の

①「
平
成
27
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
通

　
知
票
」（
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
の
飼

　
い
主
の
方
に
は
３
月
下
旬
に
送
付
）

※

未
登
録
犬
、
転
入
犬
な
ど
は
直
接
、

　
会
場
ま
た
は
動
物
病
院
で
接
種
し
て

　
く
だ
さ
い
。

②
料
金
（
下
表
の
と
お
り
）

警　
察

社
警
察
署
が
３
月
末
に
仮
設
庁
舎
に
移
転

案内

　
社
警
察
署
の
耐
震
工
事
の
た
め
、
３

月
末
か
ら
仮
設
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。

▼
期
間　
３
月
30
日
㈪
〜
来
年
１
月
末

　
ご
ろ

▼
移
転
先　
加
東
市
野
村
字
明
石
池
１

　
０
１
５
番
４
（
国
道
３
７
２
号
沿
い

　
社
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
北
側
）

※

社
交
通
安
全
協
会
と
社
自
家
用
自
動

　
車
協
会
の
事
務
所
は
移
転
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
社
警
察
署

　
（
☎
０
７
９
５‐

４
２‐

０
１
１
０
）

※

移
転
後
も
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ

　
ん
。

◯63
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粟生町1816‐7（☎・　　66‐7789）

児童館チャイコム予定表（3月）
【ふれあいタイム】月～金（11:00～11:30）遊戯室

【つどいの広場】月・金・土（10:00～15:00）集会室

親子で自由あそび

みんなであそぼうリズムにのって

にこにこ子育て相談（9:45～11:00）

選んで遊ぼうコーナーあそび

親子で自由あそび

パパサタサロン講座「笑って学ぶ子育てのコツ」～けんかやトラブルは怖くない～
　　　　　　　　（10：30～11：30）　※申込者対象 

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）

定期清掃のため臨時休館

みんなで体操１．２．３

親子で自由あそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

掲示板に表示する作品づくり

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなであそぼうリズムにのって

みんなでお祝いハッピーバースデー

パパサタサロン「作ってあそぼう」

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）

親子で自由あそび

（都合により変更する場合があります）

日時　　場所　　定員　　受講料・料金　　申込期間　　対象　　内容￥ i〆

西本町477（☎ 63‐3390・　　63‐3462）

日/曜日

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

3/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

《遊戯室》11：00～11：30

ふれあいタイム・パパサタサロン等

《集会室》10：00～15：00

つどいの広場・エコ工作等

　小野藩領の平和で安定した村々
の様子や、小野藩と領民との良好
な関係をうかがわせる資・史料な
どを紹介。また、あお陶遊館アル
テ指導ボランティアの皆さんによ

￥

短期講座～アロマポットづくり～

　陶器の「アロ
マポット」を
作ってみません
か。
 作陶：4月17日（金）
 13:30～15:30
 絵付け：5月1日（金）
 13:30～14:30 ※希望者のみ
 15人（応募者多数の場合は
 抽選。また、応募者が3人以
 下の場合は開講しません。）
 600円（市外の方は900円）
 3月25日（水）
 ※窓口で申し込むか、住所・
 　氏名・電話番号・短期講座
 　アロマポット希望と記入の
 　うえ、ファクスで申し込み
 　ください。送信後は、確認
 　の電話をしてください。

￥
〆

小野陣屋まつり協賛展
小野藩と町人・村人のくらし

教室名

初心者
教　室

中級者
教　室

ろくろ
教　室

定　員

各コース
8人

各コース
8人

各コース
8人

受講料

7,000 円
（市外の方
10,500 円）

8,000 円
（市外の方
12,000 円）

10,000 円
（市外の方
15,000 円）

※4月 14日（火）から順次開講。
※応募者多数の場合は抽選。各コースとも応募者が 3人以下の場合は開講しません。

 4～7月（毎週1回・全12回）
 初心者教室：高校生以上の方で、基礎的な技術をマスターしたい方
 中級者教室：初心者教室を修了された方
 ろくろ教室：当館の教室を 2回以上受講し、電動ろくろに挑戦したい方
 3 月 19日（木）
 ※窓口で申し込むか、住所・氏名・電話番号・希望コース・春期陶
 　芸教室受講希望と記入のうえ、ファクスで申し込みください。
 　送信後は、確認の電話をしてください。　

土曜日コース
火曜日コース
木曜日コース
木曜日コース
土曜日コース
火曜日コース
火曜日コース
水曜日コース
土曜日コース
金曜日夜コース

  9:30 ～ 12:00

13:30 ～ 16:00

  9:30 ～ 12:00

13:30 ～ 16:00

13:00 ～ 16:00

18:30 ～ 21:30

陶芸を始めませんか～「春期陶芸教室」の受講生を募集～

〆

春爛漫「さくら茶会」開催

　満開の桜を
めでながら、
お茶を楽しみ
ませんか。

 4月5日（日）10:00～14:00
 好古館柳風園
 ※雨天時は、好古館研修室
 茶券1枚300円（先着150人）
 ※小野小学校の駐車場をご利
 　用ください。

￥

る小野藩の参勤交代行列の全貌を
忠実に再現した127体の塑像も展
示しています。
 4月5日（日）まで
 9:30～17:00　※月曜休館
 好古館　2階展示室
 大人（高校生以上）200円
 小・中学生100円
 ※ココロンカード持参の小・中学生は無料
 ※3月7日（土）・8日（日）は小野陣屋ま

　　　  つり開催のため入館無料

　旧小野藩陣屋町全体を歴史博物
館に見立てた「ビッグひなまつ
り」を開催しています。
◆好古館展示◆
　約50組、400点を展示。今回
は、旧小野町に残る大正15年と昭
和9年の「御殿飾り」も初めて展
示しています。平日は、館内で持
ち込みの食事もできます。
 ４月５日（日）まで
 　9:30～17:00　※月曜休館
 大人（高校生以上）200円
 小・中学生100円
 ※ココロンカード持参の小・中学生は無料
 ※3月7日（土）・8日（日）は小野陣屋ま

　　　  つり開催のため入館無料

◆小野商店街のひなめぐり◆
　新たに小野藩陣屋町の商人町・
小野商店街の13店舗で、家伝の
「ひな人形」と店主力作の「工芸

￥

品」などを展示しています。
 3月8日（日）まで
 10:00～17:00　※水曜定休
 （店舗により異なります）

◆小野市ぶらりとひなめぐり◆
　さらに市内8か所にひな人形を
展示。（誉田の館いろどり・ぷ
らっときすみの・Ao-mercato野
菜ごはん・あお陶遊館アルテ・白
雲谷温泉ゆぴかほか）
　コミレスでは特別メニューも用
意しています。
 3月8日（日）まで
 ※施設により異なります

小野藩陣屋のまちに春を呼ぶ
「ビッグひなまつり」開催中

　児童館の子育てグルー
プに登録した親子の皆さ
んが１年間一緒に活動。
情報交換や友だち作りの
場となっています。
　来年度の子育てグルー
プの募集は、広報おの４
月号でお知らせします。

黍田町1000‐1（☎70‐0261・　　70‐0262）

♨営業時間10:00 ～ 22:00　　　　（最終受付 21:30）

　日ごろの感
謝の気持ちを
込め、3月18
日～21日にイ
ベントを行い

ます。お友達をお誘いの上、ゆぴ
かへお越しください。
◆3月18日（水）◆
　入浴された方全員にゆぴか特製
　瓦まんじゅうをプレゼント
◆3月19日（木）◆
　入浴ポイント2倍
◆3月20日（金）◆
　入浴ポイント2倍
◆3月21日（祝）◆
　入浴された方全員に、ゆぴか特
　製ボールペンをプレゼント

おかげさまで 11周年
誕生祭を開催します

中島町64（☎ 62‐0456・　　62‐0606）

◆お話会（3月）◆

  1 日（日） 15:00 ～
  7 日（土） 10:30 ～
14 日（土） 14:00 ～・14:40 ～
15 日（日） 15:00 ～
21 日（土） 10:30 ～
28 日（土） 14:00 ～・14:40 ～
※　   は「英語でお話会」

◆赤ちゃんタイム（3月）◆

  7・21 日（土） 10:00 ～ 12:00

12・26 日（木） 10:00 ～ 12:00
         16:00 ～ 17:00

Ｅ

　小さなお子さん連れでも、気兼ねなく
本が選べる時間帯です。
　乳児用カート、授乳室などもあります。

3 月の休館日は 24日（火）です

Ｅ

Ｅ

子育てグループで、子育て仲間の輪を広げよう子育てグループで、子育て仲間の輪を広げよう

エコ工作を楽しもう
ふれあいマッサージ（10：30～）
※申込者対象

̶

２歳児以上さん集まれ！（10：30～）
～パネルシアターを楽しもう～

̶

０歳児・ほのぼのひろば（10：30～）

̶

̶

１歳児さん集まれ！（10：30～）
～わらべうたあそびを楽しもう～

エコ工作を楽しもう

パステルアートに挑戦（10：30～）　
※申込者対象

̶

３月生まれのお友だち集まれ！　
（10:00～10:30）

エコ工作を楽しもう

̶

春休み・日替わり工作

施設だより
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施設だより

指定管理者　NPO法人 北播磨市民活動支援センター
中島町 72番地（☎62-5080・　　62-2400）
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3 月の休館日 24 日（火）

◆場　所　エクラホール
◆料　金　3,500 円　※指定席
　　　　　（友の会 3,200 円）

好評
発売中TSUKEMEN LIVE 2015TSUKEMEN LIVE 2015

3月 14日（土）15:00 開演

◆出　演　ブラックボトムブラスバンド
　　　　　HEART＆SOUL
　　　　　髙橋真弓（アカペラグループ宝船）
　　　　　エクラひまわり楽団　　　　　　　　
　　　　　エクラアカペラグループ～スマイル～　　
　　　　　エクラキッズクワイヤ（順不同）
◆場　所　エクラホール
◆料　金　1,200 円　※指定席
　　　　　（友の会 1,000 円・高校生以下 600円）

　エクラでつながった仲間たちの笑顔あふれるコン
サートをお楽しみください。

好評
発売中ＨＡＰＰＹ    ＭＵＳＩＣ フェスタＨＡＰＰＹ    ＭＵＳＩＣ フェスタ

3月 29日（日）14:00 開演

◆出　演　ピアノとお話/伊原敏行
　　　　　ヴィオレッタ（ソプラノ）/坂口裕子ほか
◆場　所　エクラホール
◆料　金　500円
　　　　　※指定席

残席状況は事務局まで問い合わせください。

■平成27年度友の会会員募集中！

■平成27年度キッズ会員募集中！

≪年 会 費≫　1,000円

≪年 会 費≫　100円

≪有効期限≫　平成28年3月31日まで

詳細は事務局まで問い合わせください。

≪有効期限≫　平成28年3月31日まで
≪対　　象≫　3歳～小学校６年生
　　　　　　　※今年4月以降の学年

今年も楽しいイベントやお得な特典が盛りだくさん♪

　佐渡裕芸術監督プロデュースの傑作オペラ。関
西屈指のオペラ歌手たちが贈る、ぜいたくで素敵な
コンサートです。

好評
発売中

エクラ開館 10 周年事業エクラ開館 10 周年事業
佐渡裕芸術監督プロデュース佐渡裕芸術監督プロデュース

オペラ「椿姫」ハイライトコンサートオペラ「椿姫」ハイライトコンサート

4月 29日（祝）14:00 開演

≪特　　典≫　友の会チラシやホームページ　
　　　　　　　にお店の紹介を掲載。

≪対　　象≫　市内の小売店・飲食業者など
　※事業内容によってはお断りする場合があ　
　　ります。

エクラ友の会特典としてサービスにご協力いた
だけるお店を募集しています。

■友の会協力店募集！

　Big紙芝居、ウオークラリーな
ど、楽しいイベントもりだくさん！

　　3月7日（土）11:00～16:00
　　　　8日（日）10:00～16:00
 小野商店街、愛宕神社境内、
 好古館
　　【7日】ライブコンサート・歴
 史講演会【8日】小野藩大名行
 列・夢いっぱい舞台　など

市民ギャラリー展示案内

▶「ウオーキングから見える風景」
　（おのハートフル歩人会）【写真】
　3月2日（月）～14日（土）
▶「子ども絵画造型」
　（子ども絵画造型）【絵画造型】
　3月16日（月）～28日（土）

おう ざん がま

王子町 806‐1（☎63‐1020・　　 63‐1138）

「美姿勢・ウオーキング教室」開催

 4月21日、5月12日・26日
　　（いずれも火曜）　20:00～
 21:00　※1回から参加可
 コミセンおおべ　大ホール
 5人（市内在住・在勤の方）
 各回500円
 3月2日（月）～4月10日（金）
 講師：荻野訓子さん
　　（JBA認定美姿勢インストラクター）
i

￥
〆

　季節の行事に関連したお菓子
作りを地域の方から学びます。

 3月21日（祝）10:00～12:00
 コミセンきすみの　調理室
 小学生・12人（先着順）
 材料費200円
 3月13日（金）
 講師：山本絹子さん

敷地町 1570‐1（☎63‐6100・ 　　63‐6101）
コミセンおおべ

王子町 806‐1（☎63‐1020・　　63‐1138）
コミセンおの

「小野陣屋まつり」開催

　百人一首の歌を、様々な古典
文学や歴史背景と結びつけて読
み解きます。（4回講座）

 4月14日・28日、5月12日・
　　 26日（いずれも火曜）
 13:30～15:30
 コミセンきすみの　会議室
 成人の方・12人（先着順）
 資料代500円
 4月7日（火）
 講師：山本英夫さん

￥

小野シネマナビ（3月）開催 3月14日（土）
①10:00   ②13:00   ③15:30
当日券800円
※小野シネマゴールドカード提示の方は500円

【作品紹介】
チャンバラ時代劇の黄金時代を
支えてきた京都・太秦を舞台に
した人間ドラマ。斬られ役一筋
の人生を歩んできた俳優の今を
描く感動の物語。

i

￥

【申し込み方法（共通）】
　申込用紙に材料費などを添えて、コ
ミセンきすみのへ申し込みください。

コミセンきすみの
下来住町 71‐3（☎・　　63‐7082）

￥

i

子ども向け短期講座

「彼岸だんご作り教室」受講生募集

「太秦ライムライト」（2014年・日本）
　監督：落合賢
　出演：萬田久子、小林稔侍ほか

　播磨地域最大規模の大会です。
Ａ～Ｃ級に分かれて対戦。事前申
し込みは不要です。

 3月21日（祝）受付8:30～9:00
 コミセンおの　コミュニティ
 ホール
 囲碁愛好者（市外の方も参加可）
 一般1,500円、小・中学生700
　　円（昼食付）

「小野市民囲碁大会」出場者募集

　全60作品の中から選
ばれた入賞作品を発表
します。
【最優秀賞】
「クリスマスの夜会服」
池田益美さん（加古川
市）＝写真左

【優秀賞】「蒼色の刻」都倉重忠
　さん（加古川市）▷「わっー！
　きれいなぁ」西尾治樹さん（小
　野市）▷「光灯る瞬間」芝本智
　美さん（小野市）
【特別賞】「60年を迎えて」印田
　裕さん（小野市）
【ギャラリー特別賞】「植木もキ
ラキラ」村上よしみさん（西脇市）

小野地区地域づくり協議会主催
「クリスマスイルミネーション
フォトコンテスト」審査結果

i

　櫻山窯（加東市）による手仕事
にこだわった日常で使える器を中
心に展示・販売します。

 3月1日（日）～31日（火）
 13:00～17:00　※水曜休館

「櫻山窯展」を開催

上本町94・小野商店街内（☎ ・　　63 - 2126）
（播州カフェ）

￥

「古典の窓～百人一首拾い読み～」
受講生募集

〆

i
〆
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まちの特派員による取材記事などを紹介
vol.55

　本年度で 65 歳になる方を祝う「エイジ・ルネサンス・パーティ」
がうるおい交流館エクラでありました。15 回目となる今回は、対象
者 878 人のうち約 200 人が参加。市民交流ホールでトランペット演
奏や昼食を楽しんだ後、会場をホールに移し、大道芸やトークショー
で盛り上がりました。桂文枝さんによるトークショーでは、参加者を
代表して 4 人が、スクリーンに映し出された写真で昔を振り返りなが
ら、特技を披露するなどしました。　　　　　　　　　（高齢介護課）

1/20
エクラ 生涯青春！　第 2の成人式に200人

1/9・10
愛宕神社 「福餅まき」で大にぎわい

　1月 9・10日の 2日間、小野商店街にある愛宕神社で
戎大祭の「福餅まき」が開催されていたので、初めて参
加してきました。
　餅まきは、1 日につき数回 1 時間おきに行われ、餅を
つかもうと、多くの方で賑わっていました。ご利益のあ
る福餅をみんな両手を高く上げてつかもうとし、子ども
たちも大人に負けず、精いっぱい手をあげていたのが、
かわいかったです。

（小野小学校区　A.Nさん）

1/24
小野南中 子どもの夢育ちの応援に

田中アナ（フジテレビ）が講演
　小野南中出身の田中大貴さん（フジテレビアナウン
サー）が、「先輩から君たちに伝えたいこと」と題して講
演しました。田中アナは、番組の裏話やたくさんの人に
インタビューする中で出会った言葉を紹介しながら、「ま
だ具体的な夢やしたいことがなくても、今という時間を
上手に使い、一生懸命生きることが、夢ができた時、実
現の力になる」とアドバイス。アナウンサー志望の生徒
から「アナウンサー試験で出た問題は？」と質問される
場面もありました。　　（市場小学校区　赤井明美さん）

桂
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デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
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、

今
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こ
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ｐ
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今
回
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は
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昨
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小

野
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史
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た
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て
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い
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３
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ょ
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０
０
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だ
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播
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を
経

過
し
な
い
よ
う
に
非
常
に
綿
密
に
考
え
て

書
き
継
い
で
い
る
と
い
う
の
だ
。
非
常
に

興
味
深
い
見
解
だ
。

　
で
は
川
合
里
で
終
結
（
上
が
り
）
と
す

る
理
由
は
何
か
。
垣
内
さ
ん
は
川
合
里
は

郡
外
へ
の
経
路
に
当
た
り
、
し
か
も
印
南

川
（
加
古
川
）
を
利
用
し
た
行
路
で
は
な

い
か
と
推
察
す
る
。「
江
戸
時
代
盛
ん
で

あ
っ
た
高
瀬
舟
を
利
用
し
た
水
運
の
よ
う

な
も
の
が
奈
良
朝
に
も
存
在
し
た
の
で
は

な
い
か
」。
関
連
の
資
料
を
ま
さ
ぐ
る
今

日
こ
の
頃
だ
そ
う
だ
。

　
今
年
度
も
今
月
で
「
上
が
り
」
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
奈
良
時
代
、
播

磨
国
司
の
賀
毛
郡
内
の
巡
行
（
視
察
）
は
「
川
合
里
」（
＝
河
合
地
区
）
で
「
上
が
り
」（
打

ち
止
め
）
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
話
を
紹
介
し
た
い
。
播
磨
古
代
史
の
重
要
史
料
「
播

磨
国
風
土
記
」
完
成
１
３
０
０
年
（
ほ
ぼ
）
に
ち
な
む
コ
ラ
ム
で
も
あ
る
。

◆
風
土
記
と
河
合
地
区
◆

◆
国
司
は
川
合
で
船
に
乗
っ
た
？
◆

さ
ざ
な
み
の

　
私
も
こ
の
卓
見
に
賛
同
す
る
。
川
合
里

は
北
播
磨
内
で
水
陸
両
様
の
交
通
の
要
所

だ
っ
た
。神
戸
大
学・地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

の
坂
江
渉
さ
ん
が
１
月
17
日
、
コ
ミ
セ
ン

い
ち
ば
で
「
播
磨
国
風
土
記
の
時
代
の
市

場
地
区
と
そ
の
周
辺
の
古
代
・
中
世
史
」

と
題
し
講
演
。
市
場
地
区
は
古
来
、
水
陸

交
通
の
要
所
で
あ
り
、
中
央
諸
勢
力
が
掌

握
し
よ
う
と
し
た
重
要
地
帯
の
一
角
を
占

め
て
い
た
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま

川
合
里
に
当
て
は
ま
る
。

　
さ
ら
に
私
は
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
。

川
合
里
は
賀
毛
郡
き
っ
て
の
豊
か
な
土
地

だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
河
合
中
町
の
河
合
廃

寺
や
新
部
町
の
大
寺
廃
寺
な
ど
複
数
の
古

代
寺
院
が
並
び
立
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も

う
か
が
え
る
。
お
そ
ら
く
播
磨
国
司
は
河

合
廃
寺
あ
た
り
で
賀
毛
郡
司
ら
に
送
別
の

宴
を
催
さ
れ
、
ほ
ろ
酔
い
機
嫌
で
船
に
乗

り
、
加
古
川
を
下
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

古代・川合里にきらびやかに甍を輝かせていたで
あろう大寺院の河合廃寺（河合中町で）

か
わ
い
の
さ
と

か
わ
ち

は
し
か

へ
ん
さ
ん

佐野允彦（さの・まさひこ）
元朝日新聞記者。2010 年 7 月から小野市学
術政策員。奈良時代、私の故郷・越中（富山県）
の国司だったのは、万葉集の編纂者とされ
る大伴家持。歌ばかり詠んでいたわけでな
く、国内巡察など政務にも励んだとされる。

いらか



さまざまなニュースやおもしろ写真などお待ちしています。

まちの特派員による取材記事などを紹介
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加西市 北播小学生駅伝の
３部門で優勝

　北播小学生駅伝カーニバルが加西市
善防中学校周辺コースであり、北播磨
５市 1 町の 131 チームが参加する中、
市内の各小学校の多くが入賞しました。

【１部：５年生以下男子】
❶小野東❸小野❹下東条❻市場

【２部：５年生以下女子】
❶市場❷小野❹小野東

【３部：６年生以下男子】
❶小野❸来住❺中番❻下東条

【４部：６年生以下女子】
❷小野❹大部❺小野東　　　※入賞校のみ掲載

　市老連では、毎年、友愛活動の一環として、会員か
ら「１日１円募金」を募り、集まった募金で、福祉向
上のため市内各施設に物品を寄贈しています。今年は、
ひまわり園にテレビ１台と物置１棟 ( 合計 25 万円相
当 ) を寄贈しました。また、小野市交通安全協会に交
通安全ののぼり旗100 枚とポール 20本、小野市社会
福祉協議会の善意銀行へ５万円、丹波大雨被害の義援
金として３万円を寄贈しました。
市老連事務所（☎・　　63-2099）
※月・水・金9:00～16:00

ひまわり園などにテレビ・物置を寄贈
市老連だより

①「まちの特派員」募集

　地域のイベントなど身近な話題を提供
していただく「まちの特派員」を募集しま
す。提供いただいた話題は「まちの話題」
に掲載します。
■対　   象　市内在住の20歳以上の方※
■募集人数　16人程度
　　　　　　（各小学校区で2～3人）
■任   　期　2年（平成27・28年度）
■応募方法　
　はがき、ファクス、メールで住所・氏名・
　性別・年齢・職業・電話番号を記入のう
　え、応募してください。
■応募期限　3月27日（金）

②「まちづくりモニター」募集
　市民の目線に立った市政を行うため、ま
ちづくりモニターを募集します。
■内　   容　アンケートへの回答など
■対   　象　市内在住の20歳以上の方※
■募集人数　100人
■任　   期　2年（平成27・28年度）
■応募方法
　はがき、ファクス、メールで住所・氏名・
　性別・年齢・職業・電話番号とアンケー
　トの回答に郵便かメールのどちらを利
　用するか記入のうえ、応募してください。
■応募期限　3月27日（金）

■応募・問い合わせ先（共通）
　〒675-1380　小野市王子町806番地の1
　市民サービス課（☎63-1013　　63-1047）
　　　service@city.ono.hyogo.jp

※対象年齢は今年 4月 1日時点

情報提供をお待ちしています
　広報おの「まちの話題」コーナー
では、まちの特派員による提供記事の
ほかにも、さまざまなニュースや、お
もしろ写真などを掲載しています。情
報をお持ちの方は、市民サービス課（☎
63-1013）まで連絡してください。

　テレビと物置の目録贈呈（＝写真上）
と寄贈した交通安全のぼり（＝写真右）

1/12
アルゴ 様々な思いを乗り越え

つかんだ勝利
　市総合体育館（アルゴ）で開かれた JA 兵庫みらい杯
争奪小野市ジュニアバレーボール大会で、市場少女バ
レーボールチームが準優勝しました。遊びたい日、練習
しても思うようにできない日、試合で負け悔しい思いを
した日…。様々な思いを乗り越え頑張ってつかんだ勝利。
子ども達の心は成長したことでしょう。体力、精神力、
チームワーク力を育むスポーツは学ぶことがたくさん。
どのチームの子どもも 1 つの目標に向かって進む姿はす
がすがしいものでした。　　（市場小学校区　M.Oさん）

1/17

1/18
西脇町 西脇町に新たなシンボル

地域が賑わう公民館 ついに完成
　新しく生まれ変わった西脇町公民館の竣工式に、地元住民や関係者ら約
100 人が集まりました。この公民館は、誰もが利用しやすい施設とするた
め、市がその改修費用などを補助する「小野市高齢者等地域コミュニティ
活動拠点づくり事業」の補助金を活用して建て替えられたものです。当日
は、神事やテープカットが行われた後に、西脇町獅子舞保存会による獅子
舞の披露がありました。集まった住民は、新しくなった公民館を眺め、こ
れから始まる公民館での活動に期待を寄せていました。　　　　　　

（市民サービス課）

「広報おの」がコンクールで各賞を受賞
　平成 26 年中に、県内で発行された広報紙の
中から優秀な作品が選定される「兵庫県広報コ
ンクール」で「広報おの」が各賞を受賞しました。
■広報写真
　・1枚写真の部：8月号＝特選　　
　・組み写真の部：8月号（Ｐ2～3）＝入選
■広報紙
　12月号＝入選
　※魅力ある地域づくりに貢献した広報紙が表
　　彰される「広報まちづくり賞」も受賞　1枚写真の部で特選。全国広報紙コ

ンクールに推薦されている8月号

組み写真の部で入選した8月号の2～3ページ
広報紙の部入選と広報まちづくり
賞のダブル受賞となった12月号

県郡市区対抗駅伝で女子が 3位
2/1
加古川市

　男子第 69 回、女子第 30 回兵庫県郡市区対
抗駅伝競走大会が、加古川河川敷マラソンコー
スであり、小野市の女子チームが 3 位になり
ました。女子は、3 区田中希実さんの区間賞、
4 区今枝紗弥さんの区間 2 位の走りもあって
一時は1位に浮上するなど健闘しました。
　また、男子は 14 位となり、昨年の 28 位か
ら大きく順位を上げ、3部から2部昇格を決め
ました。

2区下山かなえさんから3区田中希実
さんにたすき渡し

3位になった女子チームのメンバー（閉会式後に）

鉄骨造・平屋建て約220㎡の
公民館

３
人
を
抜
き
、
順
位
を
14
位
に
押
し
上
げ
た
７
区
稲
田

拓
真
さ
ん
の
走
り

写真撮影や写真
提供に協力して
いただいた皆さん
「ありがとう
　ございました」
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かのう　　じゅん　な

た   なか　　   う　   い

かしわら　　　 　　　　ね

あす    か　　 こう      た

いし　い　　   く　   み

てらうち　　 ゆい  か
たけなか　　 かん  た　　　　　　　

まつ  お　　　らい  く

よこやま　　 そう  た
いなおか　 　　る　い 飛鳥　晃大ちゃん

西本町
1歳3か月

優しい子になってね。
こうくん大好き♡

（母 悠里さん）

松尾　頼空ちゃん

喜多町
1歳3か月

頼空だ～いすき♡
いっぱい遊ぼうね♡
（姉 優希奈ちゃん、咲希奈ちゃん）

石井　玖実ちゃん

久保木町
1歳3か月

3人なかよしでいようね○
くみ大好き♡
（姉 沙耶香ちゃん、兄 翼くん）

田中　初依ちゃん

天神町
1歳3か月

うー大好き♡　癒して
くれてありがとう○
（父 康介さん、母 稚菜さん）

寺内　結香ちゃん

大島町
1歳3か月

ゆいちゃん♡　一緒に
たくさん遊ぼうね○

（兄 優くん）

竹中　栞太ちゃん

小田町
1歳3か月

　元気ですくすく
　　　大きくなーれ○
（姉 結愛ちゃん、兄 健太くん）

横山　蒼汰ちゃん

古川町
1歳3か月

　元気いっぱい
　　大きくなーれ♡
（父 宏友さん、母 智子さん）

叶　純奈ちゃん

黍田町
1歳4か月

陽夏と共に、いつまでも
笑顔でいてね♡
（父 勝志さん、母 麻実さん）

柏原　いろ寧ちゃん

王子町
1歳3か月

  いろ寧♡　いっぱい

　大好きだよー !○

（兄 一心くん）

稲岡　留維ちゃん

大島町
1歳4か月

　チビさん、
　　　BIGになれ !!!

（父 朋さん、母 あづささん）

平成 25年中に生まれられたお子さんを紹介しています。
（毎年 1月号に募集記事を掲載。2月に募集を締め切っています）

いっしん

ゆきな さきな

ゆう

つばさ
ゆ  め けんた

さ や か

　1月13日に、5年生21人が、自分たちで育てた綿を使っ
て機織りを体験し、コースターを作りました。綿は、昨年
5 月に児童らが種を蒔き、水やりや除草をしながら、11 月
ごろに収穫したもの。種と綿を分離させる綿繰り作業も自
分たちでしました。手織り教室講師の浅井隆さんらによる
指導で、播州織で使われる糸を「縦糸」に、児童が育てた
綿を「横糸」に使い、約10㌢四方のコースターを作りました。
児童は「丁寧に教えてもらって上手に作ることができた。
楽しかった」などと話していました。

　「感謝の気持ちを大切に」を心掛けて生活しています。今が一番幸
せで、一緒に住んでいる娘夫婦にも感謝しています。朝に、みそ汁を
作ることが私の役割。健康にも気をつけて毎朝ラジオ体操を頑張って
います。
　畑仕事が昔から好きで、デイサービスでみんなと一緒に畑ができる
ことが幸せです。今は春に野菜の苗を植えることがとても楽しみ。デ
イサービスで友達もできて、話をすると元気が出ます。
　これからも現状を維持して、サービスを受けながら自分でできるこ
とは自分で行い、できる限り住み慣れた地域で生活していきたいです。

ふたばの里（二葉町）で

昭和60（1985）年3月の「広報おの」紙面

　2 月 3 日、下東条西保育所で節分の行事がありました。
まずは保育士が寸劇を披露。「いやだいやだ」とわがままを
言う子のところへ、おどろおどろしい太鼓の音に合わせて
やってきたのは、こわい鬼。鬼が近づいてきて泣きそうに
なる子もいましたが、園児たちは大盛り上がり。「もうわが
ままは言わないよ」と約束すると、怖かった鬼もニコニコ
笑顔になり、『オニのパンツ』を踊ってくれました。その後、
園児全員が順番に「鬼」と「福の神」に分かれ、自分たちで作っ
た鬼のお面や豆入れを手に、豆まきを楽しみました。

　国鉄北条線の廃止に伴い、第 3 セク
ターの北条鉄道㈱が、レールバスの運行
をすることをお知らせする記事です。
　記事にもあるように、国鉄の経営を立
て直すためにつくられた国鉄再建法に
より、赤字ローカル線であった北条線が
廃止対象に。昭和 60 年 3 月 31 日に運
行が廃止されました。同年1月末には既
に北条鉄道で使われる新車両（レールバ
ス）が登場し、毎日試験運行。4月1日に
は、北条町駅で開業式があり、地元住民
ら500人が参加しました。

1950

60

70

80

90

2000

10

20

下東条西保育所 鬼は～外！　福は～内！

来住小学校 自分たちで育てた綿を使って機織り

水池たみ子さん（83 歳・黒川町）感謝の気持ちを大切に感謝の気持ちを大切に



健康診査・教室など（健康課 ☎63-3977）

平日（8：45～17：15）、健康課窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持参ください。
妊婦健康診査助成券（上限75,000円分）をお渡しします。

母子健康手帳交付

月1回実施します。ひきとりを希望される方は、健康課（☎63-3977）へご連絡ください。ただし、健康課での、
ねこのひきとりは3月で終了します。

ねこのひきとり

※教室には、開始時刻までにお越しください。　
◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

平成26年11月生まれの乳児　
3月23日（月）13：00～14：30 ［保健センター］　

平成25年8月生まれの幼児
3月 2日（月）13：00～14：30 ［保健センター］

平成25年9月生まれの幼児
4月 6日（月）13：00～14：30 ［保健センター］

3 歳 児 健 診 平成24年1月生まれの幼児
3月10日（火）13：00～14：30 ［保健センター］

4か月児健診

1歳6か月児健診

平成26年8月生まれの乳児　
3月19日（木）10：00～11：15※［保健センター］　

平成25年3月生まれの幼児　
3月24日（火）  9：30～11：00※［保健センター］　

7か月児教室

2歳児教室

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

当
番
病
院
カ
レ
ン
ダ
ー
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休日救急当番医/平日時間外内科系救急当番医 最新情報はhttp://www.onokato-med.or.jp/
18：00～21：00（日曜・祝日は9：00～18：00）診療時間

日 月 火 水 木 金 土Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

山口内科医院
本町
☎64-0202

吉川医院
加東市社
☎0795-42-0105

篠原医院
粟生町
☎65-2810

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

兵庫青野原病院
南青野
☎66-2233

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

ますむら医院
加東市上滝野
☎0795-48-0704

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

曽野医院
加東市東古瀬
☎0795-42-6299

清水内科クリニック
敷地町
☎62-1005

井上医院
加東市沢部
☎0795-42-1190

つぼた小児科医院
西本町
☎62-2752

井岡医院
菅田町
☎67-2367

神 医院
加東市森
☎0795-47-0144

松本小児科医院
加東市社
☎0795-42-5105

ふるもとクリニック
加東市社
☎0795-40-0202

小島クリニック
王子町
☎64-2727

内
科

外
科

井岡医院
菅田町　☎67-2367

青山医院
加東市吉井
☎0795-46-0321

兵庫青野原病院
南青野　☎66-2233

内
科

外
科

内
科

外
科
加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

育が丘クリニック
樫山町　☎62-8112

土井病院
復井町　☎66-2119

福岡クリニック
神明町　☎63-1600

ますむら医院
加東市上滝野
☎0795-48-0704

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

土井病院
復井町
☎66-2119

5
柏木医院
船木町
☎67-0199

6
神　医院
加東市森
☎0795-47-0144

7

18 19 20 21

依藤診療所
本町
☎63-0028

嬉野診療所
加東市山国
☎0795-42-8477

東条診療所
加東市新定
☎0795-46-0048

12 13 14

17
松尾内科
黒川町
☎64-0880

16

25 26 27 282423

42 331 4/130

22

42 3

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

復井診療所
復井町
☎66-7318

10

3/1

岡田内科医院
市場町
☎62-7366加東市民病院

加東市家原
☎0795-42-5511

東条診療所
加東市新定
☎0795-46-0048      

内
科

外
科

98

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

岡村医院
敷地町
☎62-4300

嬉野診療所
加東市山国
☎0795-42-8477

まつい子どもクリニック
敷地町
☎63-7366

7 8 9 10
内
科

外
科

65

総合医療センター
市場町　☎88-8800

復井診療所
復井町　☎66-7318

内
科

外
科

岡田内科医院
市場町　☎62-7366

桂　医院
加東市大門
☎0795-43-0252

内
科

外
科

11

15

Mar

Apr29

HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談 ☎0795-42-9436　　3月5日（木）・19日（木）13：30～14：20　※無料・匿名で受けられます
思春期・ひきこもり相談　　　　　　 　　☎0795-42-5111㈹　3月12日（木）13：15～
専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　☎0795-42-9365　　3月6日（金）、4月3日（金）13：30～15：00

各種相談【予約制】加東健康福祉事務所

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォン
サービス（☎63-7119）または、消防署（☎63-0119）で確認し
てください。

小児（１５歳以下）は、事前に医療機関に問い合わせたうえ受
診してください。！

※総合医療センター：北播磨総合医療センター

「北播磨県民いきいき情報」（http://kitaharima-ikiiki.com/kyukyuiryo/index.html）
をご覧いただくか、消防署（☎63-0119）へ問い合わせください。

北播磨小児救急輪番について

出産予定日が平成27年5～7月の妊婦と夫　
3月20日（金）  9：30～11：30※［保健センター］　

未来のパパママ教室


